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平成１8年５月　広報なかの  ２

市
民
意
識
調
査
の
結
果

〜
中
野
市
総
合
計
画
に
反
映
さ
せ
て
い
き
ま
す
〜

　

市
で
は
、「
中
野
市
総
合
計
画
」（
平
成
十
九
年
度
ス
タ
ー
ト
）
の
策
定
に
あ
た
り
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、
市
民
意
識
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
「
広
報
な
か
の
」
の
平
成
十
七
年
十
二
月
号
で
、
単
純
集
計
の
結
果
を
掲
載
い
た
し

ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
、
こ
の
調
査
の
ま
と
め
が
完
了
し
ま
し
た
の
で
、
あ
ら
た
め
て

調
査
の
結
果
等
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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�����　市内在住の１６歳以上の男女５，０００人
　　　　　　(平成１７年１０月１日現在に住民で住民
　　　　　　基本台帳から無作為に抽出)
����　　４， ９４４人（あて先不明者等を除く）
����　　２， ８３０票
���　　　５７． ２％
����　　平成１７年１０月１３日～２７日
������①対象者自身について
　　　　　　②人生や生活に対する考え方について
　　　　　　③住みよさの評価と定住の意向について
　　　　　　④暮らしを取り巻くさまざまな環境について
　　　　　　⑤教育・文化について
　　　　　　⑥福祉・健康について
　　　　　　⑦土地利用や都市基盤の整備、地域経済の
　　　　　　　活性化について
　　　　　　⑧地域活動への参加や市政との関わりに
　　　　　　　ついて
　　　　　　⑨市役所の仕事について
　　　　　　⑩地域の将来像・その他について

調
査
の
結
果

調
査
の
結
果

　

人
生
に
お
け
る
「
大
切
な
も
の
」
を
お

聞
き
し
た
と
こ
ろ
、「
家
族
」（
八
三
・
一

㌫
）、「
健
康
・
長
寿
」（
六
九
・
八
㌫
）、

「
友
人
・
仲
間
」（
五
〇
・
七
㌫
）、「
お

金
・
財
産
」（
五
〇
・
二
㌫
）、「
自
分
」

（
四
六
・
五
㌫
）
の
順
と
な
り
、
お
金
や

財
産
と
い
っ
た
経
済
的
な
も
の
よ
り
、
家

族
や
健
康
が
大
切
で
あ
る
と
す
る
割
合

が
上
回
り
ま
し
た
。
年
代
別
で
は
、
順
位

に
バ
ラ
つ
き
は
あ
る
も
の
の
、
上
位
の
回

答
項
目
は
ほ
ぼ
同
様
の
傾
向
を
示
し
た

の
に
対
し
、
下
位
項
目
を
み
る
と
十
歳
代

と
二
十
歳
代
で
は
「
趣
味
・
娯
楽
・
芸
術
」、

「
時
間
」、
三
十
歳
代
か
ら
五
十
歳
代
で

は
「
仕
事
」、
六
十
歳
代
以
上
で
は
「
生

活
環
境
」、「
身
体
能
力
」
と
回
答
し
た
割

合
が
高
く
な
っ
て
お
り
、
世
代
ご
と
の
価

値
観
の
違
い
も
み
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
後
の
生
活
に
お
け
る
不
安
に
つ
い

て
お
聞
き
し
た
と
こ
ろ
、「
健
康
や
、
介

護
が
必
要
に
な
っ
た
場
合
の
こ
と
」（
六

三
・
九
㌫
）、「
年
金
、
住
宅
ロ
ー
ン
、
教

育
費
な
ど
家
計
に
つ
い
て
」（
三
九
・
三

㌫
）、「
こ
れ
か
ら
の
生
き
方
、
生
き
が

い
」（
二
九
・
六
㌫
）
の
順
と
な
り
ま
し

た
。　

こ
れ
ら
の
回
答
は
、
年
代
別
に
傾

向
が
異
な
っ
て
お
り
、「
健
康
や
、
介
護

が
必
要
に
な
っ
た
場
合
の
こ
と
」
は
、
年

齢
が
高
く
な
る
に
従
っ
て
割
合
が
高
く
、

六
十
歳
以
上
で
は
八
割
を
超
え
る
割
合

と
な
っ
て
お
り
、「
年
金
、
住
宅
ロ
ー
ン
、

教
育
費
な
ど
家
計
に
つ
い
て
」
は
、
家
計

を
支
え
る
三
十
歳
代
〜
五
十
歳
代
で
割

合
が
高
く
、「
こ
れ
か
ら
の
生
き
方
、
生

き
が
い
」
は
、
十
歳
代
〜
二
十
歳
代
で
高

い
割
合
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
特
に
四
十
歳
代
で
は
五
割
近
く

の
人
が
「
子
ど
も
の
将
来
」
に
不
安
を
感

じ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

調査の概要
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○
人
生
に
お
け
る
「
大
切
な
も
の
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
 
（
設
問
②
）
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○
今
後
の
生
活
の
不
安
（
設
問
②
）

今後の生活の不安

健康や、介護が必要
になった場合のこと
年金、住宅ローン、

教育費など家計について

これからの生き方、
生きがい

子どもの将来

仕事、家業や雇用

社会や生活の安全

親の健康や介護

漠然とした不安

家族との
コミュニケーション

特にない

無回答

わからない

その他

0 10 20 30 40 50 60 70

63.939.3

29.6

27.5

22.4

21.2

19.5

10.7

7.8

4.7

1.8

1.5

1.2

（％）

▲家族とのコミュニケーション▲家族とのコミュニケーション
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教
育
・
文
化
の
充
実
・
向
上
を
図
る
た

め
に
重
要
で
あ
る
と
思
う
こ
と
は
、「
体

験
学
習
の
機
会
を
増
や
す
」、「
地
域
文
化

の
伝
承
・
保
存
」、「
学
校
教
育
の
充
実
」、

「
芸
術
文
化
の
鑑
賞
機
会
を
増
や
す
」、

　
「
次
世
代
を
育
成
す
る
地
域
づ
く
り
」

の
た
め
に
必
要
な
支
援
に
つ
い
て
は
、

「
仕
事
と
子
育
て
を
両
立
で
き
る
環
境

の
整
備
」、「
経
済
的
支
援
の
充
実
」、「
保

育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
」、「
安
全
な
生
活
環

境
の
整
備
」
を
望
む
人
が
多
く
、
特
に
「
仕

事
と
子
育
て
を
両
立
で
き
る
環
境
の
整

備
」
は
、
五
割
近
く
に
上
っ
て
い
ま
す
。

量
化
」
で
、
次
い
で
「
自
然
環
境
の
保
全
・

整
備
」、「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
」、「
地
球
温

　

環
境
保
全
に
関
し
て
力
を
入
れ
る
べ

き
施
策
の
最
も
多
い
回
答
は
「
ご
み
の
減

次世代育成支援対策について

「
学
校
外
で
の
活
動
機
会
を
充
実
さ
せ

る
」、「
ホ
ー
ル
等
の
整
備
」
な
ど
の
順
と

な
り
ま
し
た
。
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○
環
境
保
全
に
つ
い
て
（
設
問
④
）

�

�

�

�

�

�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

○
教
育
・
文
化
に
つ
い
て
（
設
問
⑤
）
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○
次
世
代
育
成
支
援
対
策
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
 　
　
（
設
問
⑥
）

住みよい住みよい
26.3％26.3％

まあ住みよいまあ住みよい
21.1％21.1％

ふつうふつう
40.3％40.3％

やや住みにくいやや住みにくい
5.7％5.7％ 住みにくい3.8％住みにくい3.8％

無回答2.8％無回答2.8％

住みよさの評価

　
「
ま
あ
住
み
よ
い
」
を
含
め
て
「
住
み

よ
い
」
と
感
じ
て
い
る
人
は
四
七
・
四
㌫

で
、「
住
み
に
く
い
」
と
「
や
や
住
み
に

く
い
」
を
あ
わ
せ
た
割
合
の
九
・
五
㌫
を

大
き
く
上
回
り
、
総
体
的
に
住
み
よ
さ
を

認
識
し
て
い
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
女
性
の
ほ
う
が
男
性
よ
り
住
み
よ
さ

を
感
じ
て
い
る
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
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○
住
み
よ
さ
の
評
価
（
設
問
③
）

暖
化
防
止
対
策
」
の
順
と
な
り
ま
し
た
。

　

男
女
別
で
は
、
上
位
の
順
位
は
変
わ
ら

な
い
も
の
の
、
男
性
で
は
「
不
法
投
棄
防

止
対
策
」、「
環
境
モ
ラ
ル
の
向
上
」、
女

性
で
は
「
環
境
に
や
さ
し
い
用
品
の
購
入

促
進
」
の
割
合
が
比
較
的
高
く
な
っ
て
い

ま
す
。

環境保全について（上位10項目）

教育・文化について（上位10項目）

体験学習の機会を増やす

地域文化の伝承・保存

学校教育の充実

芸術文化の鑑賞機会を増やす

学校外での活動機会を充実させる

ホール等の整備

障害児教育へのさらなる配慮

図書館等の活用

公民館講座の充実

文化財の保存・活用

（％）
0 5 10 15 20 25 30 35 40

37.125.9

24.9

21.2

17.8

15.9

13.9

13.1

12.2

11.2

広
報
な
か
の

（％）

仕事と子育てを両立できる
環境の整備

保育サービスの充実

保健・医療の充実

ゆとりある学校教育の推進

安全な生活環境の整備

情報交換・相談体制の整備

経済的支援の充実

地域で子育てを支援する
体制づくり

その他

わからない

無回答

0 10 20 30 40 50

27.1

12.7

8.8

20.6

8.3

31.0

1.6

4.9

4.9

18.3

48.9

▲子育てに対する支援▲子育てに対する支援

40

ごみの減量化

自然環境の保全・整備

省エネルギー対策

地球温暖化防止対策

不法投棄防止対策

環境モラルの向上

大気汚染などの監視と指導

事業者への指導

環境に配慮した公共事業の実施

環境にやさしい用品の購入促進

0 5 10 15 20 25 30 35

（％）

21.1

20.9

19.0

16.9

15.3

14.0

11.8
11.8

11.7

35.9

▲環境保全への取り組み▲環境保全への取り組み
（廃食用油回収）　（廃食用油回収）

▲地域文化の伝承・保存▲地域文化の伝承・保存
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土
地
利
用
の
あ
り
方
に
つ
い
て
お
聞

き
し
た
と
こ
ろ
、「
遊
休
農
地
・
荒
廃
農
地

の
活
用
」、「
優
良
農
地
の
保
全
」、「
森

林
・
里
山
の
保
全
活
用
」、「
商
業
地
の
活

性
化
」、「
良
好
な
住
宅
環
境
の
整
備
」、

そ
し
て
「
都
市
基
盤
整
備
」
な
ど
の
順
と

な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
中
野
市
の
土
地
利
用
の
現
状

と
課
題
を
反
映
し
た
回
答
が
上
位
を
占

め
る
結
果
で
あ
り
ま
し
た
。

　

産
業
や
地
域
経
済
の
活
性
化
の
た
め

に
重
要
だ
と
思
う
点
は
、「
人
材
の
確
保
・

育
成
」
が
最
も
多
く
、
次
い
で
「
地
域
ブ

ラ
ン
ド
の
確
立
」、「
地
物
を
使
っ
た
加
工

産
業
の
育
成
」、「
地
域
資
源
を
活
用
し
た

観
光
の
推
進
」、「
生
産
者
の
意
欲
向
上
」

な
ど
の
順
と
な
り
ま
し
た
。

　

中
野
市
を
代
表
す
る
も
の
と
し
て
は
、

「
一
本
木
公
園
」、「
中
山
晋
平
記
念
館
」、

「
農
産
物
」、「
高
野
辰
之
記
念
館
」、「
高

社
山
」
の
順
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
活
用
す
べ
き
も
の
と
し
て
は
、

「
農
産
物
」
を
あ
げ
た
人
が
最
も
多
く
、

市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
の
活
性
化

に
よ
る
地
域
振
興
に
期
待
す
る
市
民
が

多
い
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。
次
い

で
、
一
本
木
公
園
に
つ
い
て
は
代
表
す
る

も
の
と
同
様
に
活
用
す
べ
き
と
回
答
し

た
割
合
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

代
表
す
る
も
の
と
し
て
は
順
位
が
低

か
っ
た
「
ふ
る
さ
と
の
森
文
化
公
園
」、

「
ぽ
ん
ぽ
こ
の
湯
」、「
浜
津
ヶ
池
」、「
ま

だ
ら
お
の
湯
」
な
ど
を
活
用
す
べ
き
も
の

と
し
て
挙
げ
る
人
が
多
く
な
っ
て
お
り
、

既
存
施
設
の
更
な
る
活
用
を
望
む
声
を

反
映
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

高
齢
化
が
進
行
す
る
中
で
重
要
だ
と

考
え
る
高
齢
化
・
健
康
対
策
は
、「
高
齢
者

が
気
軽
に
参
加
で
き
る
機
会
の
創
出
」、

「
高
齢
者
、
障
害
者
の
働
く
場
を
増
や

す
」、「
予
防
医
療
に
力
を
入
れ
る
」、「
早

期
発
見
、
早
期
治
療
に
力
を
入
れ
る
」、

「
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
」
な
ど
の

順
と
な
り
、
高
齢
者
が
元
気
に
活
動
で
き

る
よ
う
に
す
る
支
援
策
と
医
療
・
福
祉
体

制
の
充
実
が
上
位
と
な
り
ま
し
た
。

土地利用のあり方について

遊休農地・荒廃農地の活用

優良農地の保全

森林・里山の保全活用

商業地の活性化

良好な住宅環境の整備

都市基盤整備

公的な規則・誘導

工業団地造成・企業誘致

市街地の高度利用

歴史・文化資源の保全

主要幹線道路の活性化

わからない

現状のままでよい

無回答

その他

0 10 20 30 40 50 60

51.2

28.8

23.1

22.7

20.7

19.8

17.7

16.9

14.3

11.9

9.1

4.6

2.4

10.8

1.3

▲遊休・荒廃農地の活用▲遊休・荒廃農地の活用

割合(%)項目

51.8一本木公園１

46.8中山晋平記念館２

34.2農産物３

30.8高野辰之記念館４

25.4高社山５

22.3土人形６

16.0土人形資料館７

15.6ぽんぽこの湯８

13.9千曲川９

11.3ふるさとの森文化公園10

中野市を代表するもの、活用すべきもの

代表するもの

割合(%)項目

31.9農産物１

23.1一本木公園２

20.9ふるさとの森文化公園３

16.4ぽんぽこの湯４

12.4中山晋平記念館５

11.5土人形６

11.2浜津ヶ池７

10.1まだらおの湯８

9.2高野辰之記念館９

9.1東山公園10

活用すべきもの

（％）
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○
高
齢
化
・
健
康
対
策
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
 
（
設
問
⑥
）
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○
土
地
利
用
の
あ
り
方
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
設
問
⑦
）
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○
産
業
や
地
域
経
済
活
性
化
に

　

つ
い
て　
　
　
　
　
（
設
問
⑦
）

○
本
市
を
代
表
す
る
も
の
、
活
用

　

す
べ
き
も
の　
　
　
（
設
問
⑦
）

（どちらも上位10項目）

５　平成１8年５月　広報なかの

　

地
域
の
将
来
像
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い

と
思
う
も
の
は
、「
緑
豊
か
な
地
域
」
が
最

も
多
く
、
次
に
「
保
健
・
福
祉
の
充
実
し

た
地
域
」、「
子
育
て
の
楽
し
い
地
域
」
と

な
り
、
こ
れ
ら
三
つ
の
回
答
に
集
中
す
る

傾
向
が
み
ら
れ
ま
し
た
。
年
代
別
で
は
、

二
十
歳
代
〜
三
十
歳
代
で
は
、「
緑
豊
か

な
地
域
」
と
「
子
育
て
の
楽
し
い
地
域
」

を
挙
げ
た
人
が
五
割
以
上
を
占
め
、
六
十

歳
以
上
で
は
「
保
健
・
福
祉
の
充
実
し
た

地
域
」
が
最
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
市
民
意
識
調
査
結
果
の
詳
細
に
つ

い
て
は
、
企
画
情
報
課
企
画
調
整
係
（�

�
２
１
１
１
内
線
２
１
６
）
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、
市
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.city.nakano.nagan

o.jp/city/kikaku/chosei/sougoukeikaku.ht
m

で
も
調
査
報
告
書
を
掲
載
し
て
い
ま
す

の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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中
野
市
の
未
来
を
語
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

〜
中
野
市
の
将
来
を
市
民
と
職
員
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
緒
に
考
え
ま
し
た
〜

　

総
合
計
画
策
定
に
あ
た
り
、
市
民
参

画
方
策
の
一
つ
と
し
て
今
年
の
一
月

か
ら
三
月
ま
で
の
間
、「
中
野
市
の
未

来
を
語
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
十
九
人
の
公

募
委
員
と
、
十
人
の
市
職
員
に
よ
り
構

成
し
、
各
委
員
の
興
味
の
あ
る
分
野
ご

と
に
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
合

計
五
回
開
催
し
ま
し
た
。
委
員
の
皆

さ
ん
は
大
変
お
忙
し
い
中
で
あ
り
ま

し
た
が
、
毎
回
、
お
仕
事
の
後
に
お
集

ま
り
い
た
だ
き
、
和
気
あ
い
あ
い
と
し

た
雰
囲
気
で
、
と
き
に
は
時
間
を
延
長

し
て
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
最
終
的
な
成
果
の
発
表

の
場
と
し
て
、
総
合
計
画
審
議
会
委
員

の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
市
理
事
者
及
び
各

部
長
が
出
席
し
て
、
三
月
二
十
九
日
に

提
案
発
表
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

各
グ
ル
ー
プ
か
ら
は
、『
〝
農
・
観
・

商
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
ト
〞
一
本
木
公
園

へ
の
集
客
』
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、『
子
育
て

信
州
』
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、『
ひ
と
を
つ
な

ぐ
ま
ち
に
す
る
』
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど

の
提
案
が
示
さ
れ
、
熱
の
こ
も
っ
た
発

表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

い
た
だ
い
た
提
案
に
つ
い
て
は
、
今

後
、
計
画
に
反
映
さ
せ
て
い
く
こ
と
と

し
て
お
り
ま
す
。

　

提
案
内
容
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
企

画
情
報
課
企
画
調
整
係
（�
�
２
１
１

１
内
線
２
１
６
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

地域の将来像について

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45
（％）

緑豊かな地域

環境に優しいうるおいの
ある地域

資源循環型の地域

快適性の優れた地域

子育ての楽しい地域

保健・福祉の充実した地域

芸術文化の香り高い地域

スポーツ活動の盛んな地域

豊かな農林業を育む地域

先進工業地域

商業・観光地域

市民活動の活発な地域

地域間交流が盛んな地域

その他

わからない

不明

42.5

21.3

11.1

20.7

39.0

41.0

10.9

11.0

19.1

3.5

20.6

6.9

3.6

0.7

5.5

4.5

▲緑豊かな田園風景▲緑豊かな田園風景
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○
地
域
の
将
来
像
に
つ
い
て
（
設
問
⑩
）



平成１8年５月　広報なかの  ６

市内の
被害状況が判明

　

昨
年
十
二
月
か
ら
今
年
二
月
ま
で
全
国
的

に
降
っ
た
大
雪
は
、
気
象
庁
に
よ
り
「
平
成

　

年
豪
雪
」
と
命
名
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の

18大
雪
に
よ
り
、
市
内
で
も
大
き
な
被
害
が
発

生
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
大
雪
に
対
す
る
雪
害
対
策
本
部

を
昨
年
十
二
月
二
十
二
日
に
設
置
し
て
か
ら
、

こ
れ
ま
で
雪
害
へ
の
様
々
な
対
策
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
こ
の
大
雪
か
ら
住
民
の
生
命
、

身
体
及
び
財
産
を
災
害
か
ら
保
護
す
る
心
配

が
な
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、「
中
野
市
地
域

防
災
計
画
」 に
基
づ
き
、
先
月
四
日
、 『
中
野

市
雪
害
対
策
本
部
』
は
廃
止
い
た
し
ま
し
た

が
、
市
で
は
引
き
続
き
、
被
害
へ
の
支
援
等

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
な
お
、
こ
れ
ま
で

の
被
害
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
雪
に
起
因
す
る
転
倒
・
転
落
等
の
被
害　

　
　
　
　
 　
　
　
　
　
　
 　
　
　

一
二
名

●
住
宅
被
害
関
係

　

住　

家　
 
一
部
破
損　
　
 　
　
　

七
件

　

非
住
家　
 
全
壊　
　
　
 　
　
　
　

四
件

　
　
　
　
　
 
半
壊　
　
　
 　
　
　
　

一
件

①施設被害
被害金額
(千円）

被害面積
（ａ）

件数
（棟数）施設名

26,517385.252ぶどうハウス

11,315910.688ぶどう棚

3,24923.310サクランボハウス

7,916150.016和梨棚

1,0509.04野菜ハウス

731.03花ハウス

036.04キウイ棚

50,1201,515.1177計

主な被害地区
及び被害農作
物の種類等  

合　　　計被害率
30％以上
〈減収量〉

被害率30％
未満〈被害
面積（ａ）〉

作物名 被害金額
(千円）減収量被害面積

（ａ）

柳沢（加温
ハウスのほ
うれん草） 

2030.630.63野菜

563,035 74,868 74,868樹体被害
(果樹)

563,238 0.6374,868 0.6374,868計

農業関係の被害状況
（平成18年３月30日現在）

②農産物被害

　
　
　
　
　
 
一
部
破
損　
 　

一
七
件

●
農
業
関
係　

①
施
設
被
害

　

被
害
面
積　
　

一
、
五
一
五
・
一
㌃

　

被
害
金
額　
　

五
〇
、
一
二
〇
千
円

　

被
害
件
数　
　
　
　
　
　

一
七
七
件

②
農
産
物
被
害

　

被
害
面
積　
　
　

七
四
、
八
六
八
㌃

　

被
害
金
額　

五
六
三
、
二
三
八
千
円

●
建
設
関
係

　

道
路
及
び
河
川
関
係
の
積
雪
に
よ
る

　

倒
木　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
五
件

　
　
（
内
訳
） 
　

一
一
路
線
で
二
四
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
河
川
で
一
件

●
公
共
施
設
関
係

　

落
雪
に
よ
る
窓
ガ
ラ
ス
の
破
損
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
件

中
野
市
雪
害
対
策
本
部
の
状
況

《
設
置
》
平
成
十
七
年
十
二
月
二
十
二
日�

　
　
　
　

午
後
五
時
十
分

《
廃
止
》
平
成
十
八
年
四
月
四
日�

　
　
　
　

午
前
九
時
三
十
五
分

被
害
状
況

平 成18年 豪雪

市
議
会
議
員
一
般
選
挙

　
　
　
　
　

投
・
開
票
の
結
果

　

旧
中
野
市
と
旧
豊
田
村
の
合
併

に
よ
る
在
任
特
例
の
任
期
満
了
に

伴
う
初
の
中
野
市
議
会
議
員
一
般

選
挙
が
、
四
月
十
六
日
に
告
示
さ

れ
、
二
十
二
人
の
定
数
に
対
し
て

二
十
五
人
の
届
け
出
が
あ
り
、
四

月
二
十
三
日
に
投
・
開
票
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

投
・
開
票
の
結
果
は
次
の
と
お

り
で
す
。
な
お
、
任
期
は
五
月
一

日
か
ら
四
年
間
で
す
。

有
権
者
数　
　

三
七
、
七
一
二
人

　
　
　
　

男　

一
八
、
一
五
九
人

　
　
　
　

女　

一
九
、
五
五
三
人

投
票
者
数　
　

二
六
、
八
八
三
人

　
　
　
　

男　

一
二
、
八
三
三
人

　
　
　
　

女　

一
四
、
〇
五
〇
人

投
票
率　
　
　
　

七
一
・
二
九
㌫

　
　
　
　
　

男　
　

七
〇
・
六
七
㌫

　
　
　
　
　

女　
　

七
一
・
八
六
㌫

有
効
投
票　
　
　

二
六
、
六
二
一
票

無
効
投
票　
　
　
　
　
　

二
六
二
票

持
ち
帰
り　
　
　
　
　
　
　
　

〇
票

候
補
者
別
得
票
数
（
得
票
順
）

当　

町
田　

博
文　

一
、
六
二
八
票

当　

荻
原　
　

勉　

一
、
五
七
八
票

当　

竹
内　

知
雄　

一
、
四
七
八
票

当　

山
岸　

国
広　

一
、
四
四
〇
票

当　

竹
内
卯
太
郎　

一
、
三
三
六
票

当　

中
島　
　

毅　

一
、
三
二
三
票

当　

丸
山　

栄
一　

一
、
三
一
三
票

当　

青
木　

豊
一　

一
、
二
七
九
票

当　

武
田　

貞
夫　

一
、
一
五
六
票

当　

沢
田　

一
男　

一
、
一
二
四
票

当　

佐
藤　

恒
夫　

一
、
一
〇
八
票

当　

小
泉　

俊
一　

一
、
〇
九
八
票

当　

野
口　

美
鈴　

一
、
〇
八
〇
票

当　

深
尾　

智
計　

一
、
〇
四
二
票

当　

林　
　

紘
一　

一
、
〇
三
四
票

当　

武
田　

典
一　
　
　

九
七
五
票

当　

岩
本　

博
次　
　
　

九
七
五
票

当　

金
子　

芳
郎　
　
　

九
六
三
票

当　

湯
本　

隆
英　
　
　

九
五
六
票

当　

高
木　

尚
史　
　
　

八
八
九
票

当　

西
澤　

忠
和　
　
　

八
一
〇
票

当　

清
水　

照
子　
　
　

七
四
一
票

　
　

市
村　

恒
雄　
　
　

六
七
三
票

　
　

�
野　

忠
衛　
　
　

四
四
五
票

　
　

島
田　

昭
平　
　
　

一
七
五
票

　
　
　
　
（
小
数
点
以
下
は
省
略
）

▲

開
票
の
様
子
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ののののののののののののののののののののの
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市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市
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会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
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７　 平成１8年５月　広報なかの

市
議
会
の
人
事
構
成
が

決
ま
り
ま
し
た

議長 武田典一さん

議
長  
武  
田  
典 
一
   

さ
ん

た
け 

だ 

の
り 
か
ず

副
議
長  
武  
田  
貞 
夫
   

さ
ん

た
け 

だ 

さ
だ 

お

　

市
議
会
議
員
一
般
選
挙
後
に

開
催
さ
れ
た
五
月
臨
時
市
議
会

で
、
正
副
議
長
や
各
常
任
委
員

会
委
員
な
ど
、
市
議
会
の
新
し

い
人
事
構
成
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

新
議
長
に
武
田
典
一
さ
ん

（
竹
原
・　

歳
）、
新
副
議
長
に

68

は
武
田
貞
夫
さ
ん
（
柳
沢
・　
67

歳
）
が
そ
れ
ぞ
れ
選
出
さ
れ
ま

し
た
。

副議長 武田貞夫さん

　

四
月
三
日
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
臨
時
農
業
委
員
会
に
お

い
て
、
会
長
に
武
田
俊
道
さ

ん
（
竹
原
・　

歳
）
を
、
会

56

長
代
理
に
は
海
野
鐵
治
さ
ん

（
間
山
・　

歳
）
を
、
そ
れ

75

ぞ
れ
選
出
し
ま
し
た
。

会長 武田俊道さん

農
業
委
員
会
会
長
に

 
武  
田  
俊
道

    

さ
ん

た
け 

だ 

と
し
み
ち

���������������������������　
「
広
域
的
な
観
光
推
進
方
策
研
究

会
」 と「
広
域
的
な
保
健
福
祉
推
進
方

策
研
究
会
」
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

北
信
広
域
連
合
で
は
、
二
つ
の

広
域
的
な
課
題
を
今
後
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
行
っ
た
ら
よ
い
か
、

そ
の
方
策
を
研
究
す
る
研
究
会
を

立
ち
上
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

○
「
広
域
的
な
観
光
の
推
進
」
で

　

は
、
北
陸
新
幹
線
の
開
通
な
ど

高
速
交
通
体
系
の
整
備
に
よ
る

観
光
客
の
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
が

ま
す
ま
す
進
む
な
か
、
北
信
州

地
域
の
観
光
に
と
っ
て
更
に
広

域
的
に
協
力
し
合
い
、
観
光
推

進
に
役
立
て
よ
う
と
す
る
も
の

で
す
。

○「
広
域
的
な
保
健
福
祉
の
推
進
」

で
は
、
今
後
ま
す
ま
す
進
む
少

子
高
齢
化
時
代
を
北
信
州
地
域

で
よ
り
よ
い
生
活
を
送
る
た
め
、

老
人
ホ
ー
ム
の
あ
り
方
や
よ
り

よ
い
福
祉
政
策
な
ど
、
地
域
の

課
題
を
研
究
す
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
二
つ
の
研
究
会
を
組
織
す

る
に
あ
た
り
、
広
く
地
域
及
び
地

域
外
の
皆
様
に
も
ご
参
画
い
た
だ
く

こ
と
を
目
的
に
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

詳
し
い
募
集
内
容
は
、
北
信
広

域
連
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
市
町
村
窓
口
に
あ
る
募

集
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

北
信
広
域
連
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.hokusin.or.jp

問
い
合
わ
せ
先

中
野
市
大
字
豊
津
二
五
〇
八

中
野
市
豊
田
支
所　

北
信
広
域
連
合（�
�
５
０
５
０
）

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

北
信
広
域
連
合
か
ら
の
お
知
ら
せ

・
中
野
市
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
専
決
処
分
の
報
告

・
中
野
市
都
市
計
画
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
専
決
処

分
の
報
告

・
中
野
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
専

決
処
分
の
報
告

・
中
野
市
消
防
団
員
等
公
務
災
害

補
償
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
専
決
処
分
の
報
告

《
一
般
会
計
》

　

平
成
十
八
年
度
一
般
会
計
予
算

に
八
百
四
十
五
万
七
千
円
を
追
加

し
、
総
額
を
百
六
十
四
億
三
千
四

十
五
万
七
千
円
と
し
ま
し
た
。
主

な
歳
出
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〈
衛
生
費
〉
●
千
曲
川
水
辺
・
里

山
環
境
保
全
対
策
事
業
に
測
量
委

託
料
等
二
六
七
万
余
円
を
増
額

〈
農
林
水
産
業
費
〉
●
平
成
十
七

年
度
豪
雪
災
害
の
復
旧
資
金
融
資

利
子
補
給
金
及
び
農
作
物
等
災
害

緊
急
対
策
事
業
補
助
金
二
八
二
万

余
円
の
増
額

〈
土
木
費
〉
●
道
路
舗
装
事
業
に

土
質
調
査
委
託
料
等
二
〇
〇
万
円

を
増
額
●
道
路
清
掃
委
託
料
で
一

〇
〇
万
円
を
減
額

教
育
委
員
会
委
員

　

委
員
の
城
本
早
月
さ
ん（
豊
津
）

の
辞
職
に
伴
い
、
後
任
に
岡
村
郁

子
さ
ん （
穴
田
）
を
、
ま
た
、
現
委

員 （
教
育
委
員
長
）の
阿
部
敏
明
さ

ん （
中
野
）の
任
期
が
五
月
十
日
で

満
了
に
な
る
こ
と
に
伴
い
、
後
任

に
清
水
正
さ
ん （
中
野
）を
同
委
員

に
任
命
す
る
こ
と
に
議
会
の
同
意

を
得
ま
し
た
。〈
任
期
は
清
水
さ

ん
が
四
年
、
岡
村
さ
ん
が
残
任
期

間
の
平
成
二
十
年
五
月
十
日
ま
で
〉

監
査
委
員

　

委
員
の
湯
本
一
さ
ん （
赤
岩
）の

任
期
が
四
月
三
十
日
で
満
了
と

な
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
あ
ら
た
に

岩
本
博
次
さ
ん （
中
央
四
）を
同
委

員
に
選
任
す
る
こ
と
に
議
会
の
同

意
を
得
ま
し
た
。
任
期
は
四
年
で
す
。

人　

事

補
正
予
算

専
決
処
分
の
報
告

　５月市議会臨時会が５月１日に
招集され、１日間の会期で開催され
ました。
　この議会では、専決処分の報告４
件、予算案１件、人事案２件のあわ
せて７件の議案が審議され、いずれ
も原案どおり承認及び可決されま
した。
　また、議会の人事構成に係わる議
案についてなども審議されました。
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第
二
回
斑
尾
ふ
る
さ
と
祭
り
を

新
緑
の
美
し
い
時
季
と
な
る
六
月

四
日�
に
開
催
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
斑
尾
大
池
周
辺
で
開

催
し
て
い
ま
し
た
斑
尾
ふ
る
さ
と

祭
り
は
、
今
回
メ
イ
ン
会
場
が
変

わ
り
、
斑
尾
高
原
豊
田
ス
キ
ー
場

に
な
り
ま
し
た
。

　

緑
豊
か
な
広
い
大
地
で
、
多
く

の
方
々
に
自
然
と
特
産
物
に
親
し

ん
で
、
ま
た
楽
し
ん
で
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

大
勢
の
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

期
日　

六
月
四
日�

時
間　

午
前
十
時
か
ら

会
場　

斑
尾
高
原
豊
田
ス
キ
ー
場

内
容　

・
魚
の
つ
か
み
ど
り

・
餅
つ
き
な
ど
の
各
種
体
験
コ
ー

　

ナ
ー

・
自
然
観
察
会

・
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

・
地
元
農
産
物
や
特
産
品
の
販
売

・
野
菜
と
キ
ノ
コ
た
っ
ぷ
り
の
味

　

噌
汁
な
ど

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
後
日
紙
面

　

広
告
や
有
線
放
送
等
で
お
知
ら

　

せ
い
た
し
ま
す
。

主
催

斑
尾
ふ
る
さ
と
祭
り
実
行
委
員
会

問
い
合
わ
せ
先　

斑
尾
ふ
る
さ
と
祭
り
実
行
委
員
会

事
務
局
【
豊
田
支
所
経
済
課
商
工

観
光
係
（�
�
３
１
１
１
内
線
１

４
５
）】

　

高
野
辰
之
博
士
の
業
績
を
偲
び
、

よ
り
多
く
の
方
々
に
音
楽
に
親
し

ん
で
い
た
だ
く
た
め
、
高
野
辰
之

記
念
祭
を
開
催
し
ま
す
。

　

明
治
九
年
に
生
ま
れ
た
辰
之
博

士
は
、
学
問
の
道
を
志
し
、
近
代

の
国
文
学
に
大
き
な
功
績
を
残
し

ま
し
た
。
ま
た
、
教
育
者
で
あ
り

な
が
ら
「
故
郷
（
ふ
る
さ
と
）」

「
紅
葉
（
も
み
じ
）」「
朧
月
夜

（
お
ぼ
ろ
づ
き
よ
）」
な
ど
、
日
本

の
こ
こ
ろ
の
ふ
る
さ
と
を
歌
う
文

部
省
唱
歌
の
作
詞
家
と
し
て
も
名

を
残
し
た
人
物
で
す
。

　

今
回
の
記
念
祭
は
、
辰
之
博
士

の
生
誕
百
三
十
周
年
を
記
念
し
、

博
士
の
作
詞
に
よ
る
唱
歌
を
中
心

と
し
た
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
に
加
え

て
、
来
館
さ
れ
た
皆
さ
ん
と
一
緒

に
歌
う
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

　

多
く
の
皆
さ
ん
に
高
野
辰
之
記

念
館
へ
ご
来
館
い
た
だ
き
、
記
念

コ
ン
サ
ー
ト
を
楽
し
ん
で
み
て
は

い
か
が
で
す
か
。
皆
さ
ん
の
お
越

し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

期
日　

五
月
二
十
日�

時
間　

午
後
一
時
三
十
分
〜
三
時

会
場　

高
野
辰
之
記
念
館

入
館
料　

当
日
は
無
料

記
念
コ
ン
サ
ー
ト
出
演
者

フ
ル
ー
ト

西
沢
章
予
さ
ん
（
長
野
市
在
住
）

チ
ェ
ロ

原
香
恋
さ
ん
（
新
井
在
住
）

ソ
プ
ラ
ノ

小
林
あ
つ
子
さ
ん
（
永
江
在
住
）

ピ
ア
ノ

倉
品
裕
子
さ
ん
（
西
条
在
住
）

オ
カ
リ
ナ

中
野
オ
カ
リ
ナ
の
会
の
皆
さ
ん

問
い
合
わ
せ
先

高
野
辰
之
記
念
館

（�
�
３
０
７
０
）

▲毎年好評の魚のつかみどり

昨年行われたふるさと祭りの様子

今年の会場は
斑尾高原
豊 田 ス キ ー 場 ！ 

第２回斑尾ふるさと祭り第２回斑尾ふるさと祭り

▲昨年行われた高野辰之記念祭

生
誕　

周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

130
高
野
辰
之
記
念
祭
を
開
催

高
野
辰
之
記
念
祭
を
開
催

高
野
辰
之
記
念
祭
を
開
催

高
野
辰
之
記
念
祭
を
開
催

文学博士
高野辰之先生

平成１8年５月　広報なかの  ８

☆イベント・インフィメーション
●２００６なかのバラまつり開会式
　日 時　６月３日（土）午前１０時から
　会 場　一本木公園
●展示講習《５月２７日～６月１８日（随時開催）》
　バラとガーデニング講習会、アロマテラピー教室、
　香りのバラ・信州中野自慢のバラ展示、押花展示、
　岡デザイナー学園生徒作品展示、ドライフラワー
　作品、デコパージュ展示、藤岡牧夫作品展、手づ　
くりハンコ教室、バラの俳句・短歌ほか
●販売《５月２７日～６月１８日（随時出店開始）》
　バラの苗木、切りバラ、バラのお酒、アイス、
　グッズ、信州中野の味覚、フルーツ、野菜、地場 
　産品ほか
●音楽アート《６月３日～６月１１日（随時開演）》
　・一本木公園野外ステージでバラ香るコンサート
　・メロディ＆フラワーアレンジショー
　・歴史民俗資料館でプチコンサート
●市街地イベント《６月１０日・１１日》
　○銀座通りほか
　九斎市、ＴＨＥ☆若者まちなか音楽会ほか
　○中央広場公園
　なかの花づくりコンテスト２００６
　※現在、このコンテストに皆さんが育てた花の作
　　品を、５月２６日（金）の午後５時まで募集して
　　います。出品はコンテナ及びハンギングが対象
　　となりますので、ご希望の方は、花のまちづく
　　りボランティアの会事務局〈市役所都市計画課
　　内（�（22 ）2111内線270）〉へご連絡ください。
●コンテスト＆コンクール
　・切りバラコンクール
　・バラのフォトコンテスト
　・写生コンクール
　※６月３日に小学生を
　　対象とした藤岡牧夫
　　先生のふれあい教室
　　を開催します。

お問い合わせ　
●一本木公園バラの会事務局（�（23）4780）
●中野市バラまつり実行委員会事務局
　〔市役所都市計画課内〕（�（22）2111内線269）
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☆ローズコンサート２００６　
　Ｔｉｎａ－ティナ－
　　ＭｅｅｔｓＢｅａｕｔｉｆｕｌＳｏｎｇｓ
　ティナは、ジャズサックス奏者の父親の影響を受け、
幼少の頃からブラックミュージックに親しむ。１stアル
バム“Colorado”はオリコン初登場１位を獲得。
　新たなミュージックシーンを求め、晋平メロディ「ゴ
ンドラの唄」などの日本のスタ
ンダード曲を独自の表現で歌い
あげます。
　期日　６月１８日（日）
　時間　午後４時開演
       （午後３時３０分開場）
　会場　中野市市民会館ホール
　チケット（税込・全席自由）
　　　　　 前売：2,500円　当日：3,000円
　主催　中野市バラまつり実行委員会
        ＳＢＣ信越放送、一本木公園バラの会
　問い合わせ　一本木公園バラの会（�（23）4780）

☆駐車場
　５月２７日～６月１８日の間は、一本木公園及び中野小学
校グラウンドの駐車場を利用する場合、協力金をお願い
いたします。（ただし、中野小学校のグラウンドはロー
ズシーズン中の土・日曜日のみ、駐車場となります）
　なお、市営第一及び第二駐車場と中野市役所駐車場は、
無料で駐車することができます。
協力金徴収時間　午前８時３０分～午後４時
　○一本木公園駐車場（１台）
　　軽・普通自動車　　500円
　○中野小学校駐車場（１台）
　　軽・普通自動車　　300円
　　マイクロ・大型バス1,000円

☆シャトルバス　
　５月２７日～６月１８日の土・日
曜日は、信州中野駅から一本木
公園まで、市街地を経由する無料シャトルバスを運行し
ます。どうぞご利用ください。
※開花状況により、 運行が変更になる場合がございます。
　ご了承ください。
運行時間　午前８時３０分～午後４時（約１５分間隔）

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「22222222222222222222222222222222000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000066666666666666666666666666666666ななななななななななななななななななななななななななななななななかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかののののののののののののののののののののののののののののののののババババババババババババババババババババババババババババババババララララララララララララララララララララララララララララララララままままままままままままままままままままままままままままままままつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆ロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロローーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」「2006なかのバラまつり＆ロー ズシーズン」
　　　　　　　　　　　　　　　   がスタートがスタート

まもなくまもなく

ローズシーズンローズシーズン  ５月27日５月27日��～６月18日 ～６月18日 ��
2006なかのバラまつり2006なかのバラまつり ６月３日６月３日��～11日 ～11日��
中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市にににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににに咲咲咲咲咲咲咲咲咲咲咲咲咲咲咲咲咲咲咲咲咲咲咲咲咲咲咲咲咲咲咲咲咲咲咲咲咲咲咲咲咲咲咲咲咲咲咲咲咲咲くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくババババババババババババババババババババババババババババババババババババババババババババババババババララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララのののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの素素素素素素素素素素素素素素素素素素素素素素素素素素素素素素素素素素素素素素素素素素素素素素素素素素晴晴晴晴晴晴晴晴晴晴晴晴晴晴晴晴晴晴晴晴晴晴晴晴晴晴晴晴晴晴晴晴晴晴晴晴晴晴晴晴晴晴晴晴晴晴晴晴晴晴ららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささをををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知っっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっってててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててていいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたただだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだきききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききき、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの　中野市に咲くバラの素晴らしさを知っていただき、市民の
皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆ささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににババババババババババババババババババババババババババババババババババババババババババババババババババララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりをををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進めめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたためめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめ、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、皆さんとともにバラのまちづくりを進めるため、「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６「２００６
ななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののババババババババババババババババババババババババババババババババババババババババババババババババババララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆ロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロローーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」をををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししまままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままますすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。なかのバラまつり＆ローズシーズン」を開催いたします。



平成１8年５月　広報なかの  10

 【
利
用
者
負
担
に
か
か
わ
る
配
慮
措
置
】

■
高
額
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
費

　

同
じ
世
帯
に
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

す
る
方
が
複
数
い
る
場
合
、
合
算

し
た
額
が
上
限
額
を
超
え
た
分
は
、

高
額
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
費
と
し

て
支
給
さ
れ
ま
す
。

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

し
た
と
き
に
か
か
る
費
用

■
入
所
者
等
の
個
別
減
税

　

入
所
施
設
や
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

を
利
用
し
て
い
る
方
の
う
ち
、
預

貯
金
等
が
一
定
額
以
下
の
場
合
に

は
減
免
制
度
が
あ
り
ま
す
。

※
三
年
間
の
経
過
据
置
で
す
。

■
社
会
福
祉
法
人
減
税

　

在
宅
で
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ

ス
や
通
所
施
設
な
ど
を
利
用
し
て

い
る
方
の
う
ち
、
収
入
や
預
貯
金

等
が
一
定
以
下
の
場
合
に
は
、
減

免
制
度
が
あ
り
ま
す
。

※
三
年
間
の
経
過
据
置
で
す
。

　

施
設
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
場

合
の
食
費
や
光
熱
水
費
な
ど
は
、

全
額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。
た

だ
し
、
所
得
の
低
い
方
は
負
担
が

軽
減
さ
れ
ま
す
。

■
入
所
施
設
を
利
用
し
て
い
る
方

へ
の
補
足
給
付

　

利
用
者
が
二
十
歳
未
満
の
場
合
、

子
ど
も
を
養
育
す
る
一
般
の
世
帯

で
、
通
常
必
要
な
費
用
と
同
じ
く

ら
い
の
費
用
に
な
る
よ
う
に
補
足

給
付
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

利
用
者
が
二
十
歳
以
上
の
場
合
、

生
活
保
護
や
低
所
得
１
・
２
の
方

は
、
申
請
を
す
る
と
補
足
給
付
が

行
わ
れ
ま
す
。

■
通
所
施
設
等
の
食
費
負
担
の
軽
減

　

四
月
か
ら
三
年
間
は
食
費
の
う

ち
人
件
費
相
当
分
が
給
付
さ
れ
、

食
材
費
の
み
を
負
担
し
ま
す
。

食
費
・
光
熱
水
費
な
ど
の

実
費
負
担

　

こ
れ
ま
で
の
精
神
通
院
医
療
、

更
生
医
療
、
育
成
医
療
が
一
本

化
さ
れ
「
自
立
支
援
医
療
」
に

な
り
ま
す
。

（
下
表
参
照
）

　

指
定
医
療
機
関
で
医
療
を
受

け
た
場
合
、
医
療
費
の
一
割
が

自
己
負
担
と
な
り
ま
す
が
、
負

担
が
重
く
な
り
す
ぎ
な
い
よ
う

に
、
所
得
に
応
じ
て
一
カ
月
あ

た
り
の
上
限
額
が
決
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

ご
不
明
な
点
は
、
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

●
市
役
所
福
祉
課
障
害
福
祉
係

（��
２
１
１
１
内
線
２
９
４
）

●
豊
田
支
所
健
康
福
祉
課
福
祉

係
（�
�
３
１
１
１
内
線
１
２

５
）

精
神
通
院
医
療
・
更
生

医
療
・
育
成
医
療
を
受

け
て
い
る
人
の
医
療
費

利用者負担等について
　障害をお持ちの皆さんが利用できるサービスの一本化と利用や負担
の公平を図り、自立を支援していくために、障害福祉サービスが見直
され、「障害者自立支援法」が施行、本年４月からスタートしています。

障障障障障障障障障障障障障障障障障 害害害害害害害害害害害害害害害害害 者者者者者者者者者者者者者者者者者 自自自自自自自自自自自自自自自自自 立立立立立立立立立立立立立立立立立 支支支支支支支支支支支支支支支支支 援援援援援援援援援援援援援援援援援 法法法法法法法法法法法法法法法法法 の

障害者職業訓練
 「パソコン実務科」 訓練生募集！
　身体障害者の方で、パソコンを利
用して仕事等で必要な技術を習得し
たい方は、ご応募ください。
訓練期間　５月25日�を初回に８月

21日まで
会　　場　長野市吉田ノルテ長野１

階「ネットプラザ長野」
　　　　　※ＪＲ北長野駅・長電吉

田駅徒歩２分、駐車場有
対 象 者　身体障害者でワード・エ

クセル・アクセス･パワー
ポイントの資格を取得し
就職を希望される方

受 講 料　無料（ただしテキスト代
8,540円かかります）

申し込み　ハローワーク
問い合わせ先　�026－263－6444

上限額
（月額）対象者 （世帯の収入状況）区分

    ０円生活保護受給世帯生活保護

１５,０００円
市民税が非課税世帯で、サービス
を利用する本人または保護者の
収入が８０万円以下の方

低所得１

２４,６００円市民税が非課税世帯で、 「低所
得１」以外の方低所得２

３７,２００円市民税課税世帯一般

※ 「重度かつ継続」の範囲については、お問い合わせください。

� �� �� �

所得割が
２０万円以上

所得割が
２万円以上
２０万円未満

所得割が
２万円未満

所得割・均等割
非課税生活保護市民税

－－－80万円超80万円以下－本人収入

－
育成医療の経過措置

５,０００円２,５００円－
医療費の
自己負担
上 限 額
（月額）

４０,２００円１０,０００円

高額医療継続者 （※ 「重度かつ継続」）

２０,０００円１０,０００円 ５,０００円

　

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す

る
方
は
、
費
用
の
一
割
を
負
担
し

ま
す
。
た
だ
し
、
一
カ
月
に
利
用

し
た
サ
ー
ビ
ス
量
に
か
か
わ
ら
ず
、

所
得
に
応
じ
て
四
区
分
の
上
限
額

が
決
め
ら
れ
、
負
担
が
重
く
な
り

す
ぎ
な
い
よ
う
に
、
左
表
の
と
お

り
月
額
負
担
上
限
額
が
決
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

一定所得以下 中間所得層 一定所得以上

　

昨
年
五
月
に
開
園
し
た
中
央
広

場
公
園
と
、
そ
の
公
園
内
に
あ
る

ト
イ
レ
棟
の
愛
称
を
募
集
し
ま
す
。

　

中
央
広
場
公
園
は
、
イ
ン
グ

リ
ッ
シ
ュ
ガ
ー
デ
ン
ス
タ
イ
ル
を

取
り
入
れ
て
お
り
、
地
域
に
居
住

す
る
人
、
働
く
人
、
ま
た
市
街
地

に
買
い
物
な
ど
で
訪
れ
た
方
に
利

用
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
地
域
密

着
型
の
公
園
で
す
。

　

こ
の
公
園
が
親
し
み
や
す
い
も

の
に
な
る
よ
う
、
大
勢
の
皆
さ
ん

の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

応
募
資
格　

制
限
な
し

応
募
期
間　

五
月
二
十
六
日�
か
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ら
六
月
三
十
日�
ま
で

応
募
方
法

　

指
定
し
た
応
募
用
紙
に
住
所
、

氏
名
、
愛
称
と
そ
の
由
来
を
記
入

し
て
い
た
だ
き
、
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
ハ
ガ
キ
や
メ
ー
ル

で
も
受
け
付
け
ま
す
。

※
応
募
用
紙
は
、
市
役
所
総
合
案

内
、
都
市
計
画
課
、
豊
田
支
所

建
設
課
、
一
本
木
公
園
東
側
入

口
に
あ
る
事
務
室
に
お
い
て
あ

り
ま
す
。

提
出
先

■
市
役
所
都
市
計
画
課

■
豊
田
支
所
建
設
課

■
一
本
木
公
園
東
側
入
口
に
あ
る

　

事
務
室

選
考
方
法　

選
考
委
員
会
で
、
応

募
の
中
か
ら
選
出
し
ま
す
。

ほ
う
賞　

愛
称
採
用
者
に
賞
品
を

進
呈
し
ま
す
。（
採
用
さ
れ
た
愛

称
名
が
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

に
よ
り
決
定
）

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

●
市
役
所
都
市
計
画
課
監
理
計
画
係

（�
�
２
１
１
１
内
線
２
６
９
）

●
豊
田
支
所
建
設
課
（�
�
３
１

１
１
内
線
１
３
４
）

Ｅ
メ
ー
ル　

toshikei@
city.naka

no.nagano.jp

中
央
広
場
公
園

公
園
内
ト
イ
レ
棟

愛
称
募
集

愛
称
募
集

　

市
が
設
置
し
た
保
育
所
の
効
率

的
な
組
織
運
営
と
幅
広
い
保
育

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
た
だ
く
た
め
、
次
の
と
お

り
中
野
市
保
育
所
あ
り
方
検
討
懇

話
会
の
委
員
を
公
募
し
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
の
ご
応
募
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

応
募
資
格

　

市
内
に
在
住
さ
れ
て
い
る
方
で
、

月
一
回
程
度
、
平
日
の
昼
間
の
会

議
に
出
席
で
き
る
方
（
報
酬
は
あ

り
ま
せ
ん
）

※
託
児
サ
ー
ビ
ス
有
り

募
集
人
員　

二
名
程
度

委
員
任
期　

委
嘱
の
日
か
ら
平
成

十
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

応
募
方
法

　

老
朽
化
し
た
保
育
所
の
整
備
や

効
率
的
な
組
織
の
あ
り
方
な
ど
、

保
育
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
ご
意
見
、

ご
提
言
を
四
百
字
詰
め
原
稿
用
紙

一
〜
二
枚
に
ま
と
め
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記
載
の

う
え
、
直
接
持
参
し
て
い
た
だ
く

か
、
簡
易
書
留
等
の
確
実
な
方
法

に
よ
り
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
締
切

五
月
二
十
九
日�
必
着　

決
定
方
法

選
考
に
よ
り
決
定
（
合
否
に
つ
い

て
は
後
日
連
絡
い
た
し
ま
す
）

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
保
育
課
施
設
係

〒
３
８
３
―
８
６
１
４　

中
野
市

三
好
町
一
丁
目
三
番
十
九
号

（�
�
２
１
１
１
内
線
２
９
２
）

※
直
接
持
参
し
て
い
た
だ
く
場
合

　

は
豊
田
支
所
子
ど
も
課
で
も
提

　

出
可
能
で
す
。

保保保保保保保保保保保保保保保保保保
育育育育育育育育育育育育育育育育育育
所所所所所所所所所所所所所所所所所所
ああああああああああああああああああ
りりりりりりりりりりりりりりりりりり
方方方方方方方方方方方方方方方方方方

保
育
所
あ
り
方

検検検検検検検検検検検検検検検検検検
討討討討討討討討討討討討討討討討討討
懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇
話話話話話話話話話話話話話話話話話話
会会会会会会会会会会会会会会会会会会
委委委委委委委委委委委委委委委委委委
員員員員員員員員員員員員員員員員員員
をををををををををををををををををを

検
討
懇
話
会
委
員
を

公公公公公公公公公公公公公公公公公公
募募募募募募募募募募募募募募募募募募
しししししししししししししししししし
まままままままままままままままままま
すすすすすすすすすすすすすすすすすす

公
募
し
ま
す

ごみ指定袋の
デザインが変わりました

　市町村合併などにより、４月下旬から販売されて
いる可燃ごみ、金属類、埋立ごみの指定袋のデザイ
ンが変更となりました。また、金属類、埋立ごみに
ついては大きさもひと回り小さくなりました。
　なお、今まで使用していたごみの指定袋でも出せ
ますので、在庫がある場合はご利用ください。

問い合わせ先
●市役所環境課衛生係（��２１１１内線２４５）
●豊田支所市民環境課市民環境係（��３１１１内線１３５）

新しくなったごみ袋
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市
で
は
、
環
境
の
保
全
に
関
す

る
施
策
を
総
合
的
、
計
画
的
に
推

進
す
る
た
め
の
基
本
と
な
る
環
境

基
本
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

　

環
境
へ
の
負
荷
を
低
減
し
、
自

然
と
人
と
が
共
生
で
き
る
郷
土
を

築
い
て
い
く
た
め
に
は
、
市
民
の

皆
さ
ん
や
事
業
者
、
市
が
そ
れ
ぞ

れ
の
役
割
に
応
じ
て
取
り
組
み
を

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
、
計
画
の
策
定
に
ご
参

加
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格

　

市
内
在
住
の
方
で
、
平
成
十
八

年
六
月
か
ら
平
成
二
十
年
三
月
ま

で
に
行
わ
れ
る
月
一
回
程
度
の
会

議
に
出
席
で
き
る
方

募
集
人
員　

二
十
名
程
度

応
募
方
法

　

環
境
に
関
す
る
ご
自
分
の
考
え
、

意
見
等
を
原
稿
用
紙
一
枚
（
四
百

字
程
度
）
に
ま
と
め
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
職
業
、
電
話
番
号
を

記
入
の
う
え
直
接
持
参
し
て
い
た

だ
く
か
、
簡
易
書
留
等
の
確
実
な

方
法
に
よ
り
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

任
期　

二
年

応
募
締
切　

五
月
三
十
一
日�
必
着

活
動
内
容

　

月
一
回
程
度
の
環
境
基
本
計
画

策
定
の
た
め
の
会
議
へ
の
出
席
な

ど
（
報
酬
は
あ
り
ま
せ
ん
）

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
環
境
課
環
境
係

〒
３
８
３
―
８
６
１
４　

中
野
市

三
好
町
一
丁
目
三
番
十
九
号

（�
�
２
１
１
１
内
線
２
４
７
）

※
直
接
持
参
し
て
い
た
だ
く
場
合

　

は
豊
田
支
所
市
民
環
境
課
で
も

　

提
出
可
能
で
す
。

環
境
基
本
計
画
の
策
定
に
あ
た
り

委
員
を
公
募
し
ま
す

粗大ごみの回収を実施します

　不燃性粗大ごみの回収は、例年
２回、対象品目を決めて実施して
います。今年度においても、６月
と10月頃の２回の回収を予定して
おり、回収対象品目は、自転車、
ビデオデッキ、ストーブ等22品目、
また電気コードを無料で回収しま
す。回収日時等の詳細については、
決まり次第、各区の衛生部長さん
を通じて全戸へ通知しますので、
ご覧ください。

中野市には
111名の民生 ・ 児童委員が
委嘱されています

●民生・児童委員は･･･

　あなたの心配ごとの相談にの
り、お手伝いするのが、「民生・
児童委員」です。
　何かに悩んでいるときは、民
生・児童委員にお気軽にご相談
ください。

民生・児童委員は
  いつもそばにいます

あ 
な 
た 
の 
相 
談 
相 
手

民民民民民民民民民民民民民民民民生生生生生生生生生生生生生生生生委委委委委委委委委委委委委委委委員員員員員員員員員員員員員員員員・・・・・・・・・・・・・・・・児児児児児児児児児児児児児児児児童童童童童童童童童童童童童童童童委委委委委委委委委委委委委委委委員員員員員員員員員員員員員員員員のののののののののののののののの日日日日日日日日日日日日日日日日でででででででででででででででですすすすすすすすすすすすすすすす民生委員 ・ 児童委員の日です
５月 日は12

５月12日～18日は活動強化週間

 「民生委員・児童委員の日」

　昭和52年に、当時の全国民生委員児童委員協
議会が定めました。
　これは、大正６年５月12日に岡山県済世顧問
制度設置規定が公布されたことに由来しています。

お困りのことがありましたら
お気軽にご相談ください

秘密は守られます

安心して相談できるボランティアです！　「言うことをきかない我が子に
つい手をあげてしまう」、「高齢の
両親の介護に疲れている」、「子ど
もが家に引きこもりがちだ」など、
人にはさまざまな悩みがあります。

　民生委員･児童委員は、「民生委員法」、「児
童福祉法」によって設置された地域住民を支
援するボランティアです。

　自分の地区の民生・児童委員がわからない場合、市役所福祉課（�（22）２１１１内線２９５）または豊田支所
健康福祉課（�（38）３１１１内線１２１）へお問い合わせください。

・民生委員・児童委員には守秘義
  務があります。ご相談内容の秘
密は守ります。
・心配ごとを解決するために、福
祉の制度などさまざまな支援
サービスをご紹介します。
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園
や
温
泉
を
は
じ
め
、
農
産
物
の

紹
介
が
一
目
で
わ
か
る
よ
う
に
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
も
農
産
物
直
売
所
の

紹
介
で
は
、
新
鮮
で
安
心
・
安
全

な
野
菜
や
果
物
を
手
ご
ろ
な
値
段

で
買
い
求
め
た
い
と
の
消
費
者
の

声
や
、
場
所
は
ど
こ
で
、
い
つ
頃

か
ら
開
設
し
て
い
る
の
か
な
ど
の

問
い
合
わ
せ
に
応
え
、
農
産
物
直

売
所
の
一
覧
表
に
あ
わ
せ
て
、
イ

ラ
ス
ト
マ
ッ
プ
で
位
置
を
わ
か
り

や
す
く
表
示
し
て
い
ま
す
。

　

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
最
寄
り
の
公

共
施
設
・
観
光
案
内
所
・
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
・
ガ
ソ
リ
ン
ス

タ
ン
ド
な
ど
に
あ
り
ま
す
。
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中
野
市
の
農
産
物
や
特
産
品

な
ど
を
ま
る
ご
と
紹
介
し
た
、

お
立
ち
寄
り
情
報
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
市

内
の
農
産
物
直
売
所
、
観
光
農

新
鮮
野
菜
や
果
物
が

て
ん
こ
も
り

寄
ら
っ
し
ゃ
い
！

　

市
の
温
泉
施
設
は
、
ぽ
ん
ぽ
こ

の
湯
、
も
み
じ
荘
、
ま
だ
ら
お
の

湯
が
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
の
施
設

も
山
々
に
囲
ま
れ
た
自
然
豊
か
な

温
泉
で
、
澄
ん
だ
空
気
を
吸
い
な

が
ら
、
ゆ
っ
た
り
の
ん
び
り
く
つ

ろ
い
で
い
た
だ
け
ま
す
。

　

三
つ
の
温
泉
施
設
で
は
、
遠
方

な
ど
か
ら
も
お
気
軽
に
お
越
し
い

た
だ
け
る
よ
う
に
、
送
迎
用
の
バ

ス
を
用
意
し
て
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。
ご
近
所
や
お
友
達
と
一
緒

に
、
ま
た
ご
宴
会
の
際
等
で
ご
利

用
い
た
だ
き
、
心
も
身
体
も
リ

ラ
ッ
ク
ス
し
ま
せ
ん
か
。

　

大
勢
の
皆
さ
ん
の
ご
利
用
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

中
野
市
の
情
報
が
盛
り
だ
く

さ
ん
の
こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

ご
覧
い
た
だ
き
、
農
産
物
直
売

所
等
に
立
ち
寄
っ
て
み
て
は
い

か
が
で
す
か
。

▲完成したお立ち寄り情報パンフレット

　レジ袋は石油から作られ、使用後はごみになり、焼
却の際は袋の重さの約３倍の二酸化炭
素を発生します。
　レジ袋の削減は、石油資源の節約やご
みの減量、また地球温暖化防止にもつな
がります。お買い物の際はマイバッグ
（マイバスケット）を持ちましょう。
　なお、一度使ったレジ袋をたたんでおき、買い物の
ときに持ち出して再利用している人もいます。これも
りっぱなマイバッグです。

～マイバッグを持ちましょう～

ごみの減量・分別のワンポイント②

▲４月末から運行しているぽんぽこの湯の送迎用
　マイクロバス

お出かけください！

ぽんぽこの湯
もみじ荘・まだらおの湯

送送送送送送送送送送送送送送送送迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎用用用用用用用用用用用用用用用用ババババババババババババババババススススススススススススススススがががががががががががががががが送迎用バスが
走走走走走走走走走走走走走走走走っっっっっっっっっっっっっっっってててててててててててててててていいいいいいいいいいいいいいいいまままままままままままままままますすすすすすすすすすすすすすすす走っています

　

ぽ
ん
ぽ
こ
の
湯
の
マ
イ
ク
ロ
バ

ス
は
、
二
十
九
人
乗
り
で
、
バ
ス

の
両
サ
イ
ド
と
背
面
に
は
、
ぽ
ん

ぽ
こ
の
湯
の
ロ
ゴ
、
市
を
代
表
す

る
農
産
物
、
特
産
物
、
ま
た
中
山

晋
平
先
生
、
高
野
辰
之
先
生
の
顔

が
大
き
く
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

送
迎
用
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
運
行

に
あ
た
っ
て
は
、
原
則
と
し
て
乗

車
人
数
が
十
名
程
度
で
、
市
内
各

地
か
ら
電
話
等
で
お
申
し
込
み
い

た
だ
け
れ
ば
、
無
料
で
送
迎
い
た

し
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
も
み
じ
荘
、
ま
だ
ら
お

の
湯
で
も
送
迎
用
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

を
運
行
し
て
お
り
ま
す
。
お
気
軽

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

●
間
山
温
泉
公
園
ぽ
ん
ぽ
こ
の
湯

（�
�
２
６
８
６
）

●
も
み
じ
荘
（�
�
３
０
３
０
）

●
ま
だ
ら
お
の
湯（��
３
０
０
０
）

対
象
団
体　

市
内
に
事
務
所
を
有

し
、
地
域
づ
く
り
活
動
を
行
う
グ

ル
ー
プ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
協
議
会
等

募
集
締
切　

六
月
十
二
日�

※
応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
お

　

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
企
画
情
報
課
企
画
調
整
係

（�
�
２
１
１
１
内
線
２
１
６
）

コ
モ
ン
ズ
支
援
金
二
次
募
集
！

平
成　

年
度
事
業
全
県
枠
分

18
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５
月　

日�
〜　

日�

22

28

春
の
行
政
相
談
週
間
で
す

　

五
月
二
十
二
日�
か
ら
二
十
八
日�
ま
で
の
一
週
間
は
、「
春

の
行
政
相
談
週
間
」
で
す
。

　

行
政
相
談
は
、
国
や
県
、
市
な
ど
が
行
っ
て
い
る
仕
事
に
つ
い

て
の
苦
情
や
要
望
・
意
見
な
ど
を
皆
さ
ん
か
ら
お
聴
き
し
、
そ
の

解
決
や
実
現
を
目
指
す
制
度
で
、
総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け

た
行
政
相
談
委
員
が
相
談
に
応
じ
る
も
の
で
す
。

巡
回
行
政
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

　

市
で
は
、
春
の
行
政
相
談
週
間

に
合
わ
せ
て
、
次
の
日
程
で
巡
回

行
政
相
談
所
を
開
設
い
た
し
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守
ら

れ
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
こ
の
機
会

に
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
中
野
地
域

期
日　

五
月
二
十
四
日�

時
間　

午
後
一
時
〜
四
時

会
場　

西
部
公
民
館

行
政
相
談
委
員

西
澤
君
生
さ
ん
（
新
保
）

山
田
忠
延
さ
ん
（
柳
沢
）

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
庶
務
課
庶
務
文
書
係

（�
�
２
１
１
１
内
線
２

１
１
）

●
豊
田
地
域

期
日　

五
月
二
十
四
日�

時
間　

午
前
九
時
〜
十
一
時
三
十
分

会
場　

永
田
窓
口
サ
ー
ビ
ス

　
　
　

ス
テ
ー
シ
ョ
ン

行
政
相
談
委
員

松
野
冨
子
さ
ん
（
永
江
）

問
い
合
わ
せ
先

豊
田
支
所
総
務
課
庶
務
係

（�
�
３
１
１
１
内
線
１

１
６
）

行
政
相
談
委
員
へ
の
相
談

　

月
に
一
回
、
行
政
相
談
委
員
に
よ
る
行
政
相
談
所
を
開
設
し

て
い
ま
す
。
日
時
等
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
有
線
放
送
等

で
随
時
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

中野まなびぃ塾
～市が行っている仕事について
　　　　　　　　　　　学びませんか～

　中野まなびぃ塾は、市が行っている仕事を講座のメニューとして、市民の皆
さんに｢知りたい、聞きたい｣講座を選んでいただき、市の職員が講師となって
皆さんの地域に出向き、お話しをするものです。
　講師料は無料ですので、お気軽にご利用ください。
開催要件　中野市民で、５人以上の参加者がいること
問い合わせ先　市役所生涯学習課生涯学習推進係（�（22）２１１１内線３０７）

講　　座　　名講座
番号講　　座　　名講座

番号講　　座　　名講座
番号

農地の売買・賃借はどうすればいいの34ごみの正しい分け方17もしものときに備えて１

農業者のための年金35交通事故ゼロをめざそう18情報公開と個人情報の保護２

農家の家族経営協定とは36悪質商法にあわないために19これはどこの課へいけばいいの？３

選挙制度と選挙管理委員会の仕事37差別のない明るいまちづくり20広報誌の作り方４

監査委員の役割38男女共同参画について21中野市の行政改革５

固定資産評価審査委員会の役割39中野市の農業22中野市の統計６

教育委員会の仕事40森林の大切さと役割23中野市の台所状況７

学ぶための援助制度41観光施設と観光宣伝24市税のあらまし８

学校給食と子どもの健康42中心市街地のまちづくり25いつまでも健康でいたい９

生涯学習の推進43中野市内の道路と河川26介護保険のしくみ10

市民みんなの財産 文化財44中野市の公園づくり27高齢者がいつまでも元気で暮ら
すための保健福祉サービス

11
中野市の芸術文化活動45中野市の街路事業28

公民館の仕事と分館活動46潤いのあるまち並み景観づくり29国民健康保険の仕組み12

図書館の仕事と読書推進活動
について

47
花のまちづくり30障害をお持ちの方の自立支援13

下水道のあらまし31子育て支援14

スポーツで健康づくり48水道事業について32健全な青少年の育成15

普通救命講習会49議会の仕組みと役割33明るい家庭づくり16

生涯学習のマスコット
＜マナビィ＞
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贈
り
物
と
し
て
好
評
を
い
た
だ

い
て
い
る
市
内
の
農
産
物
や
加
工

品
を
取
り
揃
え
た
ギ
フ
ト
カ
タ
ロ

グ
を
発
行
し
ま
す
。
農
産
物
セ
ッ

ト
や
ギ
フ
ト
用
商
品
な
ど
、
こ
の

カ
タ
ロ
グ
に
掲
載
す
る
商
品
を
募

集
し
ま
す
の
で
、
自
慢
の
商
品
を

販
売
し
た
い
方
の
ご
応
募
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

募
集
商
品

　

中
野
市
産
農
産
物
ま
た
は
市
内

で
製
造
さ
れ
た
食
品
（
主
原
料
が

国
内
産
の
も
の
に
限
る
）
で
贈
答

品
と
し
て
宅
配
で
き
る
も
の

応
募
条
件

・
食
品
衛
生
法
等
の
関
係
法
令
の

　

遵
守

・
食
品
製
造
者
に
お
い
て
は
Ｐ
Ｌ

　

保
険
の
加
入

・
食
料
加
工
品
に
お
い
て
は
容
器

　

や
包
装
等
に
次
の
い
ず
れ
か
が

　

明
示
さ
れ
て
い
る
こ
と

★
原
材
料
が
中
野
市
産
で
あ
る
か

　

ま
た
は
市
内
で
製
造
さ
れ
て
い

　

る
も
の
で
あ
る
こ
と

応
募
締
切

五
月
十
九
日�
必
着

掲
載
料　

一
枠
二
千
五
百
円

（
最
大
三
品
掲
載
可
能
）

手
数
料　

一
個
に
つ
き
百
三
十
円

受
付
発
送
お
よ
び
代
金
決
済

　

商
品
の
注
文
受
付
お
よ
び
代
金

決
済
は
中
野
市
振
興
公
社
で
行
い
、

発
送
お
よ
び
商
品
の
ク
レ
ー
ム
対

応
は
、
参
加
各
社
で
行
う
こ
と
と

す
る

発
行
部
数　

二
万
部

発
行
予
定　

七
月
上
旬　

２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２
００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００
００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００
６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６
夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏

２
０
０
６
夏

中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中
野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野
市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市
ギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギ
フフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフ
トトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト
商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商
品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品
募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募
集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集

中
野
市
ギ
フ
ト
商
品
募
集

〜
自
慢
の
逸
品
を
売
り
出
そ
う
〜

〜
自
慢
の
逸
品
を
売
り
出
そ
う
〜

粗大ごみ持ち込みの処分手数料が改定されまし粗大ごみ持ち込みの処分手数料が改定されましたた

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
売
れ
る
農
業
推
進
室

 （�
�
２
１
１
１
内
線
３
８
１
、

Ｆ
Ａ
Ｘ�
５
９
２
４
）

　山ノ内町戸狩にある不燃物処理センターに、
粗大ごみを直接持ち込む際の手数料が、右の表
のとおり改定されましたのでお知らせします。
　なお粗大ごみを持ち込む際は、まず東山ク
リーンセンターで申請手続きをしてください。

●粗大ごみ品目および処分手数料
金額

(１台あたり)品　　　　　　目

  ５００円
釜（全部金属で直径60cm以上）、米びつ（金属製）、
コンロ（電 気）、三 輪 車（金 属 製）、ス ノ ーダンプ
（金属製）、鍋（直径60cm以上）

１,０００円

編み機、オーブンレンジ（電気）、カーペット（電
気）、加湿器、ガステーブル、空気清浄器、自転車、
除湿機、食器洗い機、シルバーカー（手押し）、炊
飯器（電気、ガス）、ス キ ー 板、ス チ ー ル 椅 子、ス
 テ レオ（１式）、ストーブ（石油、電気、ガス）、
スノーボード、扇風機、掃 除 機、チ ャ イ ル ド シ ー ト、
電 子 レ ン ジ、ビ デ オ デ ッ キ、ファクシミリ、ファン
ヒーター（石油）、布団乾燥機、プリンター（パソ
コンは除く）、ベビーカー、マッサージ機（椅子式
を除く）、ミシン、湯沸器（瞬間、電気。ただし深
夜温水器を除く）、ラジカセ、ワープロ専用機

２,０００円乾燥機単体（洗濯乾燥機は除く）、スチール机、テ
レビ（液晶、プラズマ）、ボイラー（石油）

※
直
接
持
ち
込
む
粗
大
ご
み
は
、

　

金
属
ご
み
指
定
袋
に
入
ら
な
い

　

も
の
と
し
ま
す
。

※
家
庭
用
品
で
あ
っ
て
、
家
庭
か

　

ら
排
出
さ
れ
る
も
の
に
限
り
ま
す
。

※
こ
の
表
以
外
の
も
の
は
、
類
似

　

品
の
手
数
料
を
適
用
し
ま
す
。

※
持
ち
込
む
前
に
で
き
る
だ
け
分 

　
 
解
、
分
別
を
し
て
、
指
定
袋
に
入

 　

る
も
の
は
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
 
に 
出
す
こ
と
を
原
則
と
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

●
市
役
所
環
境
課
衛
生
係
（�
�

２
１
１
１
内
線
２
４
５
）

●
豊
田
支
所
市
民
環
境
課
市
民
環

境
係 （��
３
１
１
１
内
線
１
３
５
）

●
北
信
保
健
衛
生
施
設
組
合
東
山

 
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
（��
７
０
７
４
）

●
応
募
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

　

応
募
相
談
会
を
五
月
十
五
日

�
、
午
後
三
時
か
ら
市
民
会
館

二
階
の
四
十
二
号
会
議
室
で
開

催
し
ま
す
。
お
気
軽
に
お
出
か

け
く
だ
さ
い
。

昨年発行した夏のギフトカタログ

・
エ
ア
コ
ン

・
洗
濯
機

（
洗
濯
乾
燥
機
含
む
）

・
テ
レ
ビ

（
ブ
ラ
ウ
ン
管
式
）

・
冷
蔵
庫

（
冷
凍
庫
）

　

次
の
家
電
四
品
目
に
つ
い
て

は
、
販
売
店
等
で
引
き
取
っ
て

も
ら
う
か
、
買
い
替
え
時
に
小

売
店
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
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入園式・入学式

写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写 真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真 館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館写 真 館
ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととごと

　４月４日、市内の保育園で入園式が行われました。
　式では、かわいい服を身にまとった園児が保護者と
一緒に手をつないで入場。新入園児はこれから始まる
保育園生活が待ち遠しい様子でした。
　また、５日の午前中は市内の小学校で、午後には市
内中学校で入学式が行われました。今年は小学校に
494人、中学校には485人が新入生として入学し、新し
く始まる学校生活に期待を膨らませていました。

東山公園のさくら

今月の表紙

　市内の至る所に見られるさくらは、旧豊田村では
村花でしたが、約500本の木が植えられている東山
公園もまた、市を代表するさくらの名所の一つです。
　４月下旬には東山公園のさくらも満開を迎え、市
内外から多くの人たちが訪れていました。この公園
に程近い松川保育園の園児も、お散歩でお花見に訪
れていました。園児たちは座ってアメをなめながら、
さくらの花を眺め、また、さくらの回廊を通り、き
れいな花に喜んでいました。（４月26日撮影）

交通指導所開設
　４月６日から15日まで春の全国交通安全運動が行わ
れ、これにあわせて４月６日、アップルシティーなか
の前に交通指導所が開設されました。
　今回の運動は“手を上げて　しっかり見よう　右左”
をスローガンに、自転車の安全利用の推進やシートベ
ルト・チャイルドシートの正しい着用の徹底、また生
活道路における交通事故防止を重点に行われました。
　当日は、交通安全運動推進北信地方部や中野警察署、
中高交通安全協会などから約70名が参加。参加者は道
路の中央分離帯に立ち、通行する車輌のドライバーに
チラシやティッシュなどを配り、交通事故を未然に防
ぐため、安全運転を呼びかけていました。

▲みんなと早く仲良くなりたいな（写真：豊井保育園）

▲拍手で迎えられ入場した新１年生（写真：倭小学校）▲ドライバーに安全運転を呼びかけました

　４月22日、市出身の中山晋平先生の生誕祭が、中山
晋平先生生誕地記念碑保存会により開催されました。
　当日は生家横にある生誕地記念碑前で、みなみ保育
園の園児や日野小学校の児童が先生の作曲した歌をう
たい、先生の功績をたたえました。また、生誕祭後には晋
平記念館前庭で、先生の曲である「シャボン玉」にちなん
で、園児たちが大小のシャボン玉を飛ばしていました。

中山晋平生誕祭

17　平成 １8 年５月　広報なかの

　市と中野商工会議所、そして豊田村商工会は４月７日、
４月から市内の事業所に就職した新規就職者を対象に、
新規就職者激励大会を中央公民館で開催しました。
　当日は約70名が出席し、市長は「勤めている会社のこ
ともよく理解し、勤めている会社がある中野市のことも
知ってほしい」などの激励のことばを述べ、新規就職者
の皆さんは真剣に耳を傾けていました。

▲みんなでたくさんのシャボン玉を飛ばしました

まままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちのののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききでき

　４月29日、中野市消防団の観閲式が中野小学校のグ
ラウンドを会場に、約1,000人の団員が参加して開催さ
れました。
　この観閲式では、新入団員の任命と宣誓の後、観閲
官などによる団員一人ひとりの服装や規律の閲団、そ
して機械器具を点検する検閲が行われました。
　また、部隊訓練や救護訓練、そしてラッパ訓練のほ
かに、今回は山火事を想定した自動車や可搬のポンプ
操法なども行われ、団員の皆さんは日ごろの訓練の成
果を、観閲官の前で披露していました。

消防団観閲式

新規就職者激励大会

▲閲団や機械器具の検閲も行われました

▲市長からの激励のことばを真剣に聴いていました

　４月27日に中央公民館の駐車場において、緑化苗木
頒布会が実施されました。これは、市民の皆さんに緑
化活動を推進していただくとともに、緑豊かな住みよ
い郷土づくりのために行ったものです。今回から、中
野地域と豊田地域を一本化して頒布を行いました。
　当日は、キリシマツツジやサザンカ、バラなど21種
類、約1,000本の苗木を、集まった大勢の皆さんに無償
で頒布しました。
　また同じ会場で「緑の募金」も実施されました。

緑化苗木頒布会

▲お目当ての緑化苗木を受けとりました
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今
回
ご
紹
介
す
る
「
も
み
じ
の
会
」
は
、

当
初
施
設
の
慰
問
を
行
っ
て
い
た
活
動
で
、

昭
和
五
十
五
年
の
十
月
か
ら
、
豊
田
村
の

木
で
あ
っ
た
「
も
み
じ
」
を
用
い
て
会
の

名
称
と
し
ま
し
た
。
主
に
福
祉
施
設
で
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
い
、
現
在
は
ふ
る

さ
と
苑
を
訪
問
し
て
繕
い
物
と
喫
茶
を
三
、

四
名
で
行
っ
て
お
り
、
今
は
三
十
二
名
が

会
員
と
し
て
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
会
は
、「
出
来
る
と
き
に
、
出
来
る

人
が
、
出
来
る
こ
と
を
し
よ
う
」
を
合
言

葉
に
、
自
分
で
楽
し
い
と
感
じ
る
た
め
に
、

ま
ず
相
手
の
方
に
も
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
、

一
緒
に
楽
し
む
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考

え
て
取
り
組
ん
で
お
り
、
活
動
は
仲
間
づ

く
り
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

皆
そ
れ
ぞ
れ
忙
し
い
と
き
も
あ
り
ま
す

が
、
各
自
で
時
間
を
調
整
し
な
が
ら
活
動

し
て
お
り
、
今
後
も
こ
れ
ま
で
ど
お
り
、

細
く
て
も
長
く
続
け
ら
れ
、
少
し
で
も
地

域
に
携
わ
っ
て
い
き
た
い
と
の
こ
と
で
す
。

　

会
長
で
あ
る
清
野
俊
枝
さ
ん
は
「
会
員

の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
に
対
し
て
、
本
当

に
あ
り
が
と
う
、
と
い
う
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

vol.13

会　長　清　野　俊　枝

もみじの会

みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななみんなのののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばひろば

�▼ 信濃岩船地蔵尊堂。
安産と子育ての守護と
しても崇拝されている。

�▲ 市民プール。スライダーや流水
プールを備えて昭和48年に完成。
今年のオープンは６月25日。

�▼ カタクリの花。カタクリはユ
リ科の多年草で、区内では４月
下旬に可憐な花が見られる。

�▲ 中澤神社。神社は高
台にあり、鳥居の奥に
は72段の石段がある。

地域を知
ろう！

中野めぐり

　親川区は自然豊かな場所で、カタクリ
やショウジョウバカマ、シュンランなど
様々な花が咲きます。特産品にはキノコ
やアスパラガス、加工用トマト、山菜が
あります。また、区内には空き田んぼを
活用したゲートボール場があり、高齢者
の方々も元気に活動しています。

　岩船区には「いわふねサミット」とい
う行事があります。これは岩船地蔵を縁
に、中野市岩船、新潟県村上市岩船、千
葉県大原町岩船、栃木県岩舟町の各地域
が集まり、地域活性化や情報交換を図る
ために開催しているものです。今年は、
９月２日・３日に岩舟町で開催されます。

No.�

 岩   船  区
いわ ふね

 親   川  区
おや がわ

周
辺
施
設
マ
ッ
プ

周
辺
施
設
マ
ッ
プ

倭地区倭地区

科野地区科野地区

平岡平岡
地区地区

中野中野
地区地区

永田地区永田地区

豊津地区豊津地区

上今井上今井
地区　地区

長
丘
地
区

長
丘
地
区

平野平野
地区地区

高丘高丘
地区地区

延徳延徳
地区地区

日野日野
地区地区

��

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

��

至至
涌   涌
井　  井

�� 太
子
堂

太
子
堂

至豊田飯山IC至豊田飯山IC

至至
��

信信

福祉ボランティアグループ

中澤神社中澤神社

��
��

��

��

��信濃岩船信濃岩船
地蔵尊堂地蔵尊堂

平野小学校平野小学校
市民プール市民プール

平野児童センター平野児童センター

中野西高等学校中野西高等学校

岩船公会堂岩船公会堂

駅駅

州州
中中
野野

梨梨
久久
保保
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新新 婚婚 ささ
んん

　３月15日に第26回市長杯争奪ソフトボール大会と第
32回ママさんバレーボール大会が、同月23日には第44
回早起き野球大会が開会しました。
　種目は異なりますが、どの大会も参加者相互の親睦
や体力・マナーの向上などを目的にしています。今年
はソフトボールが41チーム700名余、ママさんバレー
ボールが21チーム260名余、早起き野球は23チーム410
名が参加し、秋まで熱戦が繰り広げられます。

初
恋
の
相
手
と
結
婚
し
た
二
人

　
　

楽
し
く
、
仲
の
良
い
家
庭
に
し
た
い

�
出
会
っ
た
き
っ
か
け
は

（
嘉
孝
さ
ん
・
洋
子
さ
ん
）
私
た

ち
は
小
・
中
学
校
の
同
級
生
で
す
。

成
人
式
で
久
し
ぶ
り
に
再
会
し
て
、

そ
れ
か
ら
よ
く
連
絡
を
し
あ
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
実
は
、
二
人

と
も
初
恋
の
相
手
な
ん
で
す
。

�
第
一
印
象
は

（
嘉
孝
さ
ん
）
ち
ょ
っ
と
し
た
仕

草
が
大
人
っ
ぽ
か
っ
た
で
す
。

（
洋
子
さ
ん
）
元
気
が
良
か
っ
た

と
い
う
の
が
最
初
の
印
象
で
す
。

�
お
互
い
の
す
て
き
な
と
こ
ろ
は

（
嘉
孝
さ
ん
）
前
向
き
な
姿
勢
が

あ
る
と
こ
ろ
で
す
ね
。
自
分
が
悩

ん
で
い
た
り
、
元
気
が
な
い
と
き

で
も
安
心
し
ま
す
。

（
洋
子
さ
ん
）
笑
顔
が
す
て
き
で
、

と
に
か
く
優
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

家
事
も
協
力
し
合
っ
て
い
ま
す
。

�
ど
ん
な
家
庭
を
築
い
て
い
き
た

い
で
す
か

（
嘉
孝
さ
ん
）
二
人
で
一
緒
に
悩

ん
で
、
協
力
し
合
っ
て
、
明
る
く

楽
し
く
、
自
分
達
ら
し
い
家
庭
に

し
た
い
で
す
。
洋
子
さ
ん
、
何
年

た
っ
て
も
ラ
ブ
ラ
ブ
で
い
よ
う
ね
。

（
洋
子
さ
ん
）
ず
っ
と
仲
の
良
い

家
庭
に
し
た
い
で
す
。
嘉
孝
さ
ん
、

頑
張
っ
て
お
弁
当
を
作
る
か
ら
、

お
仕
事
頑
張
っ
て
！　

そ
れ
と
、

何
で
も
相
談
し
て
ね
。町　田　嘉　孝さん （22歳）

　　  　洋　子さん （22歳）
（柳沢）

　

日
野
小
学
校
は
、
う
ら
山
に
カ

モ
シ
カ
や
サ
ル
な
ど
の
動
物
が
よ

く
出
ま
す
。

　

私
の
夢
は
、
う
ら
山
に
小
屋
み

た
い
な
も
の
を
作
っ
て
、
動
物
と

の
出
会
い
の
場
所
を
つ
く
る
こ
と

で
す
。

　

動
物
が
来
て
く
れ
る
よ
う
な
ア

イ
デ
ア
を
み
ん
な
で
考
え
て
、
実

行
し
て
、
失
敗
し
た
ら
ま
た
ア
イ

デ
ア
を
考
え
て
も
う
一
度
、
も
う

一
度
、
と
ね
ば
り
強
く
や
り
た
い

で
す
。
成
功
し
た
ら
、
動
物
と
一

緒
に
遊
ん
で
み
た
い
で
す
。
そ
れ

か
ら
、
私
が
動
物
に
対
し
て
疑
問

に
思
っ
て
い
た
こ
と
を
、
自
分
の

目
で
観
察
し
た
り
、
他
に
わ
か
ら

な
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
ら
、
本
な

ど
で
調
べ
て
み
た
い
で
す
。

　

例
え
ば
、「
リ
ス
は
ど
う
や
っ

て
歯
で
く
る
み
を
割
る
の
か
。」と

か
、「
も
ぐ
ら
は
ど
う
や
っ
て
エ

サ
（
カ
ブ
ト
虫
の
幼
虫
、
ミ
ミ
ズ

な
ど
）
を
暗
い
土
の
中
で
見
つ
け

ら
れ
る
の
か
。」な
ど
で
す
。
そ
れ

が
成
功
す
れ
ば
、
動
物
の
気
持
ち

を
考
え
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
私
の
話
や
気
持
ち
を
動

物
に
伝
え
る
こ
と
も
で
き
れ
ば
い

い
な
ぁ
、
と
思
い
ま
す
。

�
動
物
と
の
出
会
い
の
場
所
を
つ
く
り
た
い�

�

　
　 

��
 

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
の

　

入
場
行
進

��ママさんバレーボール
　大会の選手宣誓

ソフトボール・ママさんバレー・早起き野球

伝統あるスポーツ大会がスタート！

日野小学校５年
田 河　彩 香さん

� �

早起き野球大会の
　開会式
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市
民
の
皆
さ
ん
に
市
政
へ
の
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
施

設
見
学
を
行
い
ま
す
。
市
政
を

知
っ
て
い
た
だ
く
良
い
機
会
で
す

の
で
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

期
日　

６
月
２
日�

時
間　

午
前
９
時　

分
〜
午
後
３
時

30

見
学
場
所　

中
野
保
健
セ
ン
タ
ー
、

北
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
、
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
さ
く
ら
、
豊

田
情
報
セ
ン
タ
ー
、
豊
田
文
化
セ

ン
タ
ー
、
一
本
木
公
園
、
東
山
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

定
員　
　

名
40

参
加
料　

無
料

そ
の
他　

昼
食
は
各
自
で
用
意

申
込
締
切　

５
月　

日�
19

■
生
ご
み
堆
肥
化
機
器
助
成
金

　

生
ご
み
の
堆
肥
化
や
減
量
化
の

た
め
、
生
ご
み
堆
肥
化
機
器
の
購

入
に
対
し
て
、
助
成
金
を
交
付
し

ま
す
。

助
成
金
額　

生
ご
み
堆
肥
化
機
器

購
入
費
の
３
分
の
２
（
上
限
金
額

２
万
円
）

■
浄
化
槽
設
置
補
助
金

　

小
型
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置

に
対
し
て
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

対
象　

中
野
市
内
で
公
共
下
水
道

ま
た
は
農
業
集
落
排
水
の
区
域
外

に
あ
る
一
般
住
宅

補
助
金
額

　

５
人
槽　
　

万
５
千
円

37

　

６
〜
７
人
槽　
　

万
８
千
円

43

　

８
人
槽
以
上　
　

万
５
千
円

55

お知らせ

中野市役所
�22-2111
FAX(広報直通)
22-2445
豊田支所
�38-3111

く
だ
さ
い
。

期
日　

６
月
１
日�

時
間　

午
前　

時
〜
正
午

10

会
場　

中
野
市
人
権
セ
ン
タ
ー

相
談
員　

人
権
擁
護
委
員

※
相
談
は
無
料
で
、
相
談
者
の
秘

　

密
は
厳
守
し
ま
す
。

チ
ョ
ウ
ゲ
ン
ボ
ウ
と
河
川
に
生
息

す
る
鳥
た
ち
を
観
察
し
、
そ
の
暮

ら
し
を
学
び
ま
す
。
十
三
崖
の
巣

穴 
に 
チ 
ョ 
ウ 
ゲ 
ン 
ボ 
ウ 
の 
可 
愛
い
ヒ

ナ
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

期
日　

６
月
４
日�

集
合
場
所　

信
濃
竹
原
駅

受
付　

午
前
８
時　

分
〜
９
時

30

時
間　

午
前
９
時
〜　

時
11

会
場　

十
三
崖
一
帯
（
夜
間
瀬
川

南
側
河
川
敷
）

講
師　

信
濃
野
鳥
写
真
ク
ラ
ブ
代

表
・
山
上
孝
夫
先
生
、
日
本
野
鳥

の
会
会
員
・
北
澤
善
政
先
生

　

な
お
、
平
成　

年
ま
で
は
前
記

21

に
加
え
て
、
さ
ら
に　

万
円
の
補

10

助
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
直

接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

施
設
見
学
参
加
者
募
集

庶
務
課
秘
書
広
報
係（
内
線
２
１

２
）ま
た
は
豊
田
支
所
総
務
課
庶

務
係
（
内
線
１
１
５
）

�

人
権
心
配
ご
と

相
談
所
開
設

�
人
権
政
策
課
調
整
係
（
内
線

２
４
６
）
ま
た
は
豊
田
支
所

市
民
環
境
課
人
権
政
策
係

（
内
線
１
５
０
）

鳥
の
大
学

チ
ョ
ウ
ゲ
ン
ボ
ウ
探
鳥
会

生
涯
学
習
課
文
化
財
係

（
内
線
３
０
８
）

�

農
業
者
年
金

現
況
届
の
提
出

農
業
委
員
会
事
務
局（
内
線
３

２
２
）ま
た
は
豊
田
支
所
豊
田

分
室
（
内
線
１
４
３
）

�

　

中
野
市
国
民
健
康
保
険
で
は
、

加
入
者
の
方
の
健
康
を
守
る
た
め

に
、
指
定
医
療
機
関
で
人
間
ド
ッ

ク
を
受
け
ら
れ
た
と
き
の
健
診
費

用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

　

４
月
か
ら
は
、
北
信
総
合
病
院

で
の
日
帰
り
ド
ッ
ク
に
併
せ
て

「
腹
部
超
音
波
検
査
」
を
行
う
際

の
健
診
費
用
に
つ
い
て
も
、
助
成

の
対
象
に
追
加
し
ま
し
た
。

　

疾
病
の
早
期
発
見
・
治
療
の
た

め
に
も
、
積
極
的
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

予
約
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

北
信
総
合
病
院
健
康
管
理
部

�
（　

）
４
８
３
８

22環
境
向
上
助
成
金

環
境
課
衛
生
係
（
内
線
２
４
５
）

ま
た
は
豊
田
支
所
市
民
環
境
課

市
民
環
境
係
（
内
線
１
３
５
）

�

　

農
業
者
年
金
を
受
け
て
い
る
方

は
、
毎
年
６
月
１
日
か
ら　

日
ま

30

で
に
、
現
況
届
を
農
業
委
員
会
に

提
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

現
況
届
の
用
紙
は
、
５
月
下
旬

に
農
業
者
年
金
基
金
か
ら
送
付
さ

れ
ま
す
の
で
、
ご
確
認
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

な
お
、
豊
田
地
域
に
お
住
ま
い

の
方
は
、
豊
田
分
室
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　

６
月
１
日
の
「
人
権
擁
護
委
員

の
日
」
に
あ
わ
せ
、「
人
権
心
配
ご

と
相
談
所
」
が
開
設
さ
れ
ま
す
。

　

い
じ
め
・
セ
ク
ハ
ラ
な
ど
人
権

の
問
題
、
土
地
に
関
す
る
こ
と
、

戸
籍
・
国
籍
の
問
題
な
ど
で
お
困

り
の
方
は
、
こ
の
機
会
に
ご
相
談

　

国
指
定
天
然
記
念
物
「
十
三
崖

の
チ
ョ
ウ
ゲ
ン
ボ
ウ
繁
殖
地
」
で
、

�

�

�

�

�����������������������������

�����������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　社会保険事務所と長野年金相談センターでは、平成18年度中、
月曜夜間と休日の年金相談を以下のとおり行います。
　相談に来られる際は、年金手帳または年金証書と印鑑をお持ち
ください。代理の方が来られる場合は、委任状も必要です。
●年金相談時間の延長
　【実施日】毎週月曜日（休日の場合は翌日の火曜日）
　※７月31日(月)と平成19年１月４日(月)は通常の受付時間です。
　【受付時間】午後７時まで
●休日の年金相談
　【実施日】毎月第２土曜日
　【受付時間】午前９時30分～午後４時
●年金相談の予約受付
　・長野北社会保険事務所　�０２６－２４４－３７６０
　・長野年金相談センター　�０２６－２２６－８５８０
【受付時間】午前８時30分～午後５時（土・日・祝日除く）
問い合わせ先　市民課国民年金係（内線２３７）・豊田支所市民
環境課市民環境係（内線１３２）または長野北社会保険事務所
（�０２６（244）４１００）

月曜夜間と第２土曜日の年金相談

人
間
ド
ッ
ク
助
成

対
象
検
査
項
目
を
追
加

福
祉
課
国
保
医
療
係
（
内
線
２
９

６
）
ま
た
は
豊
田
支
所
健
康
福
祉

課
福
祉
係
（
内
線
１
４
６
）

�
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架
空
請
求
と
は
、
あ
る
日
突
然
、

「
最
終
通
告
書
」、「
督
促
状
」
な

ど
使
っ
た
覚
え
の
な
い
有
料
サ
イ

ト
の
利
用
料
や
、
し
た
覚
え
の
な

い
借
金
の
請
求
が
ハ
ガ
キ
や
封
書

で
届
く
と
い
う
も
の
で
す
。
こ
れ

は
業
者
が
何
ら
か
の
名
簿
を
入
手

し
て
、
そ
の
名
簿
か
ら
不
特
定
多

数
の
人
に
通
知
を
送
り
つ
け
て
い

る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
驚
い
て
連
絡
を
し

て
し
ま
う
と
、
支
払
の
意
思
が
あ

る
と
み
な
さ
れ
、
さ
ら
な
る
ト
ラ

ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
て
し
ま
い
ま

す
。
最
近
は
裁
判
手
続
き
を
悪
用

し
た
り
、
偽
装
す
る
よ
う
な
ケ
ー

ス
も
あ
り
ま
す
が
、
裁
判
所
か
ら

の
文
書
が
届
く
場
合
は
「
特
別
送

達
」
と
い
う
配
達
方
法
で
届
く
た

め
、
ハ
ガ
キ
な
ど
で
知
ら
な
い
間

に
届
い
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
あ

り
え
ま
せ
ん
。（
受
け
取
り
に
は

「
送
達
報
告
書
」
に
サ
イ
ン
ま
た

は
押
印
が
必
要
で
す
。）

　

身
に
覚
え
の
な
い
請
求
で
あ
れ

ば
、
業
者
に
は
絶
対
に
連
絡
せ
ず
、

無
視
し
ま
し
ょ
う
。

　

不
安
な
と
き
は
、
市
役
所
市
民

課
生
活
交
通
安
全
係
ま
た
は
豊
田

支
所
市
民
環
境
課
市
民
環
境
係
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

受
験
資
格

昭
和　

年
４
月
２
日
〜
平
成
元
年

61

４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

試
験
の
程
度　

高
等
学
校
卒
業
程
度

申
込
書
請
求
先　

信
濃
中
野
税
務
署

受
付
期
間　

６
月　

日�
〜　

日

20

27

�
（
消
印
有
効
）（
土
・
日
は
除

く
）

試
験
日　

第
１
次
試
験　

９
月
３
日�

第
２
次
試
験　
　

月　

日�
〜　

10

12

19

日�
の
い
ず
れ
か
１
日

※
詳
し
く
は
、
直
接
お
問
い
合
わ

　コンポスト化施設により製造した肥料な
かの「おすみちゃん」の販売があります。
皆さんぜひご利用ください。
　　
５月の販売日

10日�、21日�、24日�、31日�
６月の販売日

７日�、14日�、18日�、28日�
販売価格（税込み）

１袋（15㎏）200円
販売場所　中野浄化管理センター
　　　　（中野市大字江部511番地）
販売時間　午前９時から正午まで
問い合わせ先

上下水道課下水道係（内線２８３）または
豊田支所下水道係（内線１６３）

 なかの 「おすみちゃん」 販売

　

せ
く
だ
さ
い
。

期
日　

５
月　

日�
22

時
間　

午
後
１
時
〜
４
時　

分
30

会
場　

ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
長
野

対
象　

新
規
学
卒
者
（
来
年
３
月

に
大
学
・
短
大
・
高
専
・
専
修
学

校
等
の
卒
業
予
定
者
）

参
加
企
業　

約
１
２
０
社
予
定

応
募
資
格　

満　

歳
以
上
の
心
身

20

と
も
に
健
康
で
、
千
曲
川
・
犀
川

に
接
す
る
機
会
が
多
く
、
河
川
愛

護
に
関
心
を
お
持
ち
方
。

業
務
内
容　

千
曲
川
・
犀
川
に
関

す
る
意
見
、
御
自
身
の
河
川
愛
護

活
動
の
報
告
や
地
域
の
イ
ベ
ン
ト

等
の
情
報
、
そ
の
他
を
報
告
（
最

低
月
１
回
）
し
て
い
た
だ
く
仕
事

で
す
。

任
期　

７
月
１
日
〜
平
成　

年
６

19

月　

日
ま
で

30
募
集
人
員　

若
干
名

報
酬　

月
額
４
５
８
０
円

応
募
締
切　

５
月　

日�
26

応
募
方
法　

は
が
き
に
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、

「
河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
応
募
用
紙

希
望
」
と
記
入
し
、
郵
送
し
て
下

さ
い
。

応
募
先　

〒　

－

　

長
野
市
鶴
賀

380

0903

字
峰
村　

番
地　

国
土
交
通
省
千

74

曲
川
河
川
事
務
所
占
用
調
整
課

「
河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
募
集
」
係

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
飯
山

０
２
６
９�
８
６
０
９

� 北
信
地
域

合
同
就
職
面
接
会

架
空
請
求

市
民
課
生
活
交
通
安
全
係（
内
線
２

３
８
）ま
た
は
豊
田
支
所
市
民
環
境

課
市
民
環
境
係
（
内
線
１
３
３
）

�

税
務
職
員 （
Ⅲ
種
）

採
用
試
験

信
濃
中
野
税
務
署
総
務
課

�
３
１
５
１

�

河
川
愛
護

モ
ニ
タ
ー
募
集

国
土
交
通
省
千
曲
川
河
川
事

務
所
占
用
調
整
課

０
２
６
（　

）
７
７
６
８

227

�

◎
地
球
温
暖
化
の
影
響
に

よ
っ
て
生
じ
る
異
常
気
象

　

地
球
温
暖
化
は
、
二
酸
化

炭
素
な
ど
の
温
室
効
果
ガ
ス

の
濃
度
が
増
え
、
地
球
の
気

温
が
上
昇
し
、
異
常
気
象
が

発
生
し
た
り
、
自
然
環
境
や

生
物
に
対
し
深
刻
な
影
響
を

及
ぼ
し
ま
す
。

【
人
間
の
健
康
へ
の
影
響
】

　

マ
ラ
リ
ア
や
デ
ン
グ
熱
な

ど
の
伝
染
病
を
媒
介
す
る
生

物
の
生
息
域
の
拡
大
等
に
よ

り
、
人
の
健
康
に
間
接
的
に

影
響
を
与
え
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

【
農
業
へ
の
影
響
】

　

地
球
温
暖
化
の
影
響
に
よ

り
、
平
均
気
温
が
数
℃
上
昇

す
る
と
、
農
産
物
の
栽
培
等

に
影
響
が
出
て
、
栽
培
適
地

の
変
動
が
起
こ
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
果
樹
は
特
に
気

温
の
影
響
を
受
け
や
す
く
、

気
候
の
変
動
は
産
地
の
命
取

り
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

そ
の
ほ
か
の
影
響
と
し
て
、

生
態
系
へ
の
影
響
、
海
面
上

昇
の
影
響
、
水
資
源
へ
の
影

響
、
産
業
へ
の
影
響
な
ど
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
急
速
な
地
球
温
暖

化
は
、
想
像
も
で
き
な
い
現

象
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
二
酸
化
炭

素
な
ど
の
温
室
効
果
ガ
ス
の

増
加
に
よ
り
地
球
的
規
模
で

の
影
響
が
生
じ
ま
す
。

　

二
酸
化
炭
素
の
排
出
の
抑

制
は
誰
に
で
も
で
き
ま
す
。

温
室
効
果
ガ
ス
を
増
や
さ
な

い
よ
う
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

を
見
直
し
ま
し
ょ
う
。

シリーズ
地球温暖化防止②
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新
た
に
事
業
を
始
め
よ
う
と
す

る
方
や
経
営
革
新
を
進
め
る
小
規

模
企
業
の
身
近
な
相
談
窓
口
と
し

て
、
中
野
商
工
会
議
所
内
に
設
置

し
て
い
ま
す
。

　

当
相
談
室
で
は
、
新
規
開
業
・

独
立
開
発
を
目
指
す
創
業
予
定
者
、

新
分
野
開
拓
、
事
業
の
多
角
化
な

ど
小
規
模
企
業
の
方
々
が
抱
え
る

様
々
な
問
題
に
対
し
て
、
専
任
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
各
種
支
援

策
や
経
営
資
源
の
活
用
方
法
な
ど

の
情
報
提
供
、
他
機
関
と
の
連
携

を
図
り
な
が
ら
相
談
内
容
に
対
し

て
効
率
的
、
効
果
的
な
助
言
・
指

導
な
ど
、
き
め
細
か
な
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
２
名
が
、

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
午
前
９
時

か
ら
午
後
４
時
ま
で
交
代
で
常
駐

し
て
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

長
野
県
行
政
書
士
会
北
信
支
部

国
際
部
会
で
は
、
外
国
人
の
皆
さ

ん
が
安
心
し
て
在
留
生
活
が
で
き

る
よ
う
に
無
料
相
談
会
を
開
催
し

方
で
構
成
す
る
ス
ポ
ー
ツ
団
体
で
、

将
来
、
県
・
国
レ
ベ
ル
で
活
躍
で

き
る
選
手
や
団
体
を
育
成
す
る
こ

と
を
目
的
に
、
国
及
び
国
際
レ
ベ

ル
で
の
指
導
実
績
の
あ
る
コ
ー
チ

に
よ
る
講
習
会
・
研
修
会
・
実
技
指

導
等
の
受
講
や
開
催
事
業
と
し
ま
す
。

補
助
金
の
対
象
期
間

平
成　

年
度
（
平
成　

年
３
月　

18

19

31

日
ま
で
）
と
し
ま
す
。

ま
す
。

　

ま
た
、
外
国
人
を
雇
用
し
た
い
、

あ
る
い
は
外
国
人
を
雇
用
し
て
い

る
事
業
所
の
皆
さ
ん
に
つ
い
て
も

併
せ
て
相
談
に
応
じ
ま
す
。

期
日　

５
月　

日�
27

時
間　

午
後
１
時　

分
〜
４
時

30

会
場　

中
野
市
人
権
セ
ン
タ
ー

　

バ
ラ
ま
つ
り
に
開
催
さ
れ
る
市

街
地
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
「
ロ
ー
ズ

ア
ー
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
実
施
し

ま
す
。
１
０
０
０
本
の
バ
ラ
を

使
っ
て
キ
ャ
ン
パ
ス
に
絵
を
描
い

て
み
ま
せ
ん
か
。

内
容　
　
�
×　
�
の
キ
ャ
ン
パ

90

90

ス
に
バ
ラ
の
花
を
挿
し
て
、
一
つ

の
絵
ま
た
は
模
様
を
作
製
し
、
展

示
し
ま
す
。
優
秀
作
品
に
は
豪
華

賞
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

日
程　

作
製：

６
月　

日�
午
前
９
時
〜

10

正
午

展
示：

６
月　

日�
正
午
〜　

日

10

11

�
午
後
２
時

表
彰
式：

６
月　

日�
午
後
２
時

11

〜
３
時

会
場　

中
央
広
場
公
園
（
予
定
）

募
集
数　
　

グ
ル
ー
プ（
先
着
順
・

10

１
グ
ル
ー
プ
は
２
〜
５
人
）

参
加
費　

無
料

参
加
資
格　

市
内
及
び
近
隣
地
域

に
在
住
、
在
勤
の
方

申
込
締
切　

５
月　

日�
31

　

ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
競
技
力
の
向

上
を
図
る
た
め
、
ス
ポ
ー
ツ
専
任

コ
ー
チ
に
よ
る
講
習
会
等
の
受
講

及
び
開
催
に
要
す
る
経
費
に
対
し

補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

対
象
と
す
る
事
業

市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
す
る

北
信
地
域
チ
ャ
レ
ン
ジ

起
業
相
談
室

中
野
商
工
会
議
所

�
２
９
９
１
（
直
通
）

�

　

リ
サ
イ
ク
ル
と
ゴ
ミ
の
減
量

化
の
た
め
、
ご
家
庭
で
使
わ
な

く
な
っ
た
物
や
欲
し
い
物
を
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
掲
載
し
て
い

る
以
外
の
物
も
あ
り
ま
す
の
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
４
月　

日
現
在
で
掲
載
）

24

★
バ
ッ
ト
（
子
供
用
）
★
ベ
ッ

ド
★
ロ
ー
ラ
ー
ブ
レ
ー
ド
★
オ

ル
ガ
ン
★
ス
キ
ー
セ
ッ
ト
★
大

人
用
三
輪
車
★
自
転
車
★
味
噌

桶（
家
庭
用
）★
テ
ニ
ス
ラ
ケ
ッ

ト
★
人
形
ケ
ー
ス
★
子
供
服
★

足
踏
み
ミ
シ
ン
★
三
味
線
★
ビ

デ
オ
デ
ッ
キ
★
ガ
ス
コ
ン
ロ
★

歩
行
器
（
子
供
用
）
★
小
引
き

出
し
★
ワ
ー
プ
ロ
★
犬
小
屋
★

�
ゆ
ず
り
ま
す

窓
用
ク
ー
ラ
ー
★
ス
ノ
ー

ボ
ー
ド
セ
ッ
ト
★
五
月
人
形

★
冷
蔵
庫

★ 
足
踏
み
ミ
シ
ン
（
ア
ン

テ
ィ
ー
ク
調
）
★
ラ
ジ
カ
セ
★

Ｃ
Ｄ
ラ
ジ
カ
セ
★
ソ
フ
ァ
ー
★

ア
ッ
プ
ラ
イ
ト
ピ
ア
ノ
★
三
味

線
★
電
動
車
イ
ス
★
車
イ
ス
★

Ｍ
Ｄ
コ
ン
ポ
★
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

ラ
ケ
ッ
ト
★
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン

★
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
★
オ
ー
ブ

ン
レ
ン
ジ
★
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
★

か
ん
じ
き
★
コ
ン
ビ
ラ
ッ
ク
★

カ
ラ
オ
ケ
セ
ッ
ト
★
カ
ー
オ
ー

デ
ィ
オ
★
食
器
棚
★
介
護
用
電

動
ベ
ッ
ド

申
し
込
み
先　

市
民
課
生
活
交

通
安
全
係
（
内
線
２
３
８
）

問
い
合
わ
せ
先　

市
民
課
生
活

交
通
安
全
係
（
内
線
２
３
８
）

ま
た
は
豊
田
支
所
市
民
環
境
課

市
民
環
境
係
（
内
線
１
３
３
）

�
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

ご
利
用
く
だ
さ
い

ご
利
用
く
だ
さ
い�

リ
サ
イ
ク
ル

リ
サ
イ
ク
ル

外
国
人
対
象

無
料
相
談
会

県
行
政
書
士
会
北
信
支
部
国

際
部
会�
３
６
０
６

�

補
助
金
の
補
助
率
及
び
交
付
額

事
業
費
の
４
分
の
３
以
内
と
し
、

上
限
は　

万
円
以
内
で
、
予
算
の

30

範
囲
内
と
し
ま
す
。

募
集
期
限　

６
月　

日�
ま
で
と

30

し
、
予
定
額
に
満
た
な
い
場
合
は
、

再
募
集
し
ま
す
。

※
詳
細
は
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
中

　

野
市
民
体
育
館
内
）
ま
で
お
問

　

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

～農薬散布をされる方へ～
　果樹園等への農薬散布が盛んな時期になりました。散布を行
う際は、次のことを守り適正な散布を行ってください。
①農薬は、適正使用基準を守り、調合した液体は使い残しがな
いようにしてください。
②スピードスプレヤーや器具を洗浄した水は、道路や河川、排
水路には絶対に流さないでください。
③風のない日に散布するなど、他の作物や周囲への飛散に注意
してください。

ロ
ー
ズ
ア
ー
ト

コ
ン
テ
ス
ト
２
０
０
６

参
加
者
募
集

中
野
商
工
会
議
所
青
年
部
事

務
局�
２
１
９
１

�

ス
ポ
ー
ツ
専
任
コ
ー
チ
の

活
用
団
体
に
補
助
金
交
付

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

�
３
５
７
２

�

23　平成18年５月　広報なかの

５
月　

日�
ま
で

24

※
桜
田
晴
義
、
高
橋
政
文
、
土

屋
貢
、 三
沢
忠
、
山
田
晃
の

作
品
を
中
心
に
市
が
所
蔵
す

る
油
彩
画
を
展
示
し
ま
す
。

 「　

な
か
の
バ
ラ
ま
つ
り
特
別
展
」

2006５
月　

日�
〜
６
月　

日�

27

18

※
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
、
デ
コ

パ
ー
ジ
ュ
、
押
し
花
の
展

示
・
体
験
な
ど
、
様
々
な
催

し
を
開
催
し
ま
す
。

林
芙
美
子
写
真
展

５
月　

日�
〜
５
月　

日�

10

27

バ
ラ
ま
つ
り
特
別
展

５
月　

日�
〜
６
月　

日�

28

12

第
２
回
糸
鋸
ク
ラ
フ
ト
展

５
月　

日�
〜
６
月　

日�

31

25

「
中
野
の
民
具
展
」

５
月　

日�
ま
で

24

※
数
十
年
前
に
使
用
さ
れ
て
い

た
な
つ
か
し
い
生
活
道
具
、

修
復
し
た
江
戸
時
代
の
享
保

雛
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

 「　

な
か
の
バ
ラ
ま
つ
り
特
別
展
」

2006５
月　

日�
〜
６
月　

日�

27

18

※
地
元
生
産
の
切
り
バ
ラ
、
岡

学
園
の
ブ
ラ
イ
ダ
ル
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
で
使
用
し
た

作
品
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

「
中
野
市
所
蔵
油
彩
画
展
」

中
野
小
学
校
旧
校
舎 
・

信
州
中
野
銅
石
版
画

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

歴
史
民
俗
資
料
館

中
野
陣
屋 ・ 
県
庁
記
念
館

展
示
案
内

会場 ・ 問い合わせ先日時相談名

福祉ふれあいセンター
　  （� 26 － 3111）
　 　法律相談は予約が
    必要となりますので、
ご希望の方は福祉ふ
れあいセンターまで
 ご連絡ください。 　

毎週月～金曜日
13:30 ～ 16:30心配ごと相談

毎週月～金曜日
９ :00 ～ 17:00福祉相談

毎週月～金曜日
９ :00 ～ 17:00ボランティア相談

毎月第１・３月曜日
13:30 ～ 15:30法律相談

毎月第２・４日曜日
14:00 ～16:00結婚相談 (    　　　 )

市社会福祉協議会
� ２６－３１１１

毎月第２・４木曜日
13：30～15：30心の広場相談

市民会館 44 号
( 内線 335)

(中野地域)６月９日�
13:00 ～16:00

行政相談所
豊田支所相談室
( 内線 114)

(豊田地域)６月９日�
９:00～11:30

人権センター
� ２３－４８１０
面接相談は予約が必要とな
ります。 

(電話)毎週月 ・ 水 ・ 金
９:00 ～17:00

女性相談窓口
(面接)毎週月 ・ 水 ・ 金
９:00 ～13:00

北信地方事務所
� ２３－０２０２

毎月第３木曜日
10 :00 ～ 15:00交通事故巡回相談

福祉会館
( 中野地域からの有線は 21104）

毎月第１・ ３水曜日
14:00 ～ 16:00身体障害者相談所

市子ども相談室
� ２２－２１１１
( 内線 278)

毎週月～金曜日
９ :00 ～ 17:00子ども相談室

� ２３ － ３１９１
(市子ども相談室)

毎週月～金曜日
９ :00 ～ 17:00子ども電話相談３１９１

� ２６ －５２１９
(平野児童センター内)

毎月第１木曜日
10:00 ～ 11:30児童保健相談

南宮庁舎職業相談室
(�２ ３ － ４７１０）

毎週月～金曜日
８ :30 ～ 17:00職業相談

会場
人権センター

相談は無料、 秘密は厳守
各種相談日程

④
ビ
ジ
ネ
ス
ワ
ー
ク
科

訓
練
期
間　

７
月
４
日�
〜　

月
12

　

日�
26訓

練
時
間　

月
曜
日
〜
金
曜
日
の

午
前
９
時　

分
〜
午
後
３
時　

分

10

40

訓
練
場
所　

長
野
職
業
能
力
開
発

促
進
セ
ン
タ
ー
（
長
野
市
吉
田
）

定
員　

①
が　

名
、
他　

名

30

15

受
講
料　

無
料
（
教
科
書
、
実
習

服
等
の
購
入
費
は
自
己
負
担
）

応
募
締
切　

６
月
７
日�

※
詳
し
く
は
、
直
接
お
問
い
合
わ

　

せ
く
だ
さ
い
。

　
「
信
濃
の
空
に
歌
と
友
情
の
輪

を
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
県
内
の
少

年
少
女
合
唱
団
に
よ
る
合
唱
の
発

表
と
交
流
が
行
わ
れ
ま
す
。

期
日　

５
月　

日�
14

時
間　

正
午
開
場
、
午
後
０
時　
30

分
開
演

会
場　

中
野
市
民
会
館
ホ
ー
ル

料
金　

無
料

出
演　

晋
平
少
年
少
女
合
唱
団
、

飯
山
少
年
少
女
合
唱
団　

他
９
団
体

訓
練
科
目

①
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
技
術
科

②
ビ
ル
管
理
科

③
電
気
設
備
科

公
共
職
業
訓
練
６
か
月

コ
ー
ス
・
７
月
生
募
集

長
野
職
業
能
力
開
発
促
進
セ

ン
タ
ー
訓
練
課
受
講
者
係

０
２
６
（　

）
７
８
５
６

243

�

第　

回
長
野
県

17
少
年
少
女
合
唱
祭

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
推
進

係
（
内
線
３
０
７
）

�

▼
市
内　

小
学
校
の
児
童
の
皆
さ

11

ん
に
、 警
視
庁
防
犯
標
語「
イ

カ
の
お
す
し
」
の
Ｃ
Ｄ
を
聞
い

て
、
楽
し
く
歌
い
な
が
ら
防
犯

意
識
を
高
め
て
も
ら
う
た
め
、

 
「
イ
カ
の
お
す
し
」
Ｃ
Ｄ
・
ポ

ス
タ
ー
（
各　

枚
）〈
中
野
市

11

接
客
業
者
防
犯
協
会
〉

ご
寄
付

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

平
成　

年
３
月　

日
か
ら

18

18

４
月　

日
ま
で

19

▼ 
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
の
着
用
推
進
、
及

び
交
通
事
故
防
止
に
向
け
て

市
内
各
保
育
園
へ
、

   
交
通
安
全
絵
本
（　

冊
） ・ 

110

　

交
通
安
全
紙
芝
居
（　

冊
）

11

〈
長
野
ト
ヨ
タ
自
動
車
株
式

会
社
様
〉

▼
保
健
セ
ン
タ
ー
の
充
実
の
た
め
、

  
ガ
ー
デ
ン
チ
ェ
ア
（　

個
）

10

〈
岳
南
左
官
組
合
様
〉

▼
保
健
セ
ン
タ
ー
の
充
実
の
た
め
、

　

車
椅
子
（
１
台
）〈�
長
野
市

　

薬
剤
師
会
〉
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中野市健康長寿課

　　   子 育 て 課
豊田支所健康福祉課
　　 　  子 ど も 課

マタニティクラス日　本　脳　炎
※集団での予防接種を見合わせてい
　るところです。再開することとしま
　したら、お知らせいたします。なお、
　流行地域へ渡航される予定がある
　など、心配な点がある方はご相談く
　ださい。

育児教室

乳幼児健康診査

市の人口市の人口
（平成18年４月１日現在） （平成18年４月１日現在）

人　口　４６,５０２人（－177）
　男　　２２,４６５人（－86）
　女　　２４,０３７人（－91）
世帯数　１４,６０４戸（＋ 1）

乳幼児健康診査
受付時間／午後１時～１時30分
会場／中野保健センター
持ち物／母子健康手帳、オムツ、
　　　　バスタオル

対　　象健 診 日健診名

18年１月１日～
　　１月31日生５月23日�

３か月
健 診

17年９月１日～
　　９月30日生５月24日�７か月

健 診

16年10月１日～
　　10月31日生５月26日�

１歳 
６か月
健 診

16年４月１日～
　　４月30日生５月22日�２ 歳

健 診

15年４月１日～
　　４月30日生５月25日�３ 歳

健 診

※都合の悪い場合は、翌月お出かけ
　ください。

Ｂ Ｃ Ｇ
予防接種

　ちょっとおとなしめで、バイ
キンマンが好きな男の子です。
食べ物はイチゴとラーメンがお
気に入り。健康で、優しい子に
育ってほしいと思います。
（小澤達也・ゆかりさん　新野）

小澤 花 道   くん （３歳５か月）
はな みち

（ ）は前月１日比 （  ） は前月１日比

予防接種
持ち物／母子健康手帳、予診票
ＢＣＧ(接種年齢は３～６か月未満の乳児)
５月23日�
受付時間／午後１時～１時30分
会場／中野保健センター
対象／平成18年１月生まれ
※３か月健診時に行います。

期日／６月５日�
時間／午後１時15分～３時30分
会場／中野保健センター
対象／８～10か月児
内容／む し 歯 予 防 と ア ゴ の 発 育 の 話、
　　　離乳食について

期日／６月16日�
時間／午前９時30分～11時45分
会場／中野保健センター
持ち物／筆記用具、母子健康手帳
内容／母乳栄養と乳房管理、交流会

麻しん・風疹混合予防接種
　毎月実施していますので、接種さ
れる前月に実施医療機関へ予約して
ください。（無料）
対象／<第１期>12か月～24か月未満、
　　　<第２期>５歳以上７歳未満の
　　　方で、就学前の１年間（保育
　　　園、幼稚園の年長児）

�22－2111 内線242
�23－2255 (直通)
�22－2111 内線356
�38－3111 PHS6120
�38－3111 PHS6118

休日診療所：中野保健センター�23－2255 
休日当番薬局携帯電話　�090-4125－8402 

　(ともに ９ 時～17時。日・祝日のみ) 

三種混合(ジフテリア、 百日せき、 破傷風)
受付時間／午後１時～１時50分
<中野保健センター>
６月15日�…中野、長丘、科野、倭
    16日�…日野、延徳、平野、高丘、
　　　　　　平岡

<豊田保健センター>
６月14日�…豊田全域

１期初回＝３か月～１歳の乳幼児
　　　　　（３～８週間隔で３回
　　　　　接種）
１期追加＝１歳６か月～３歳の幼
　　　　　児（初回終了後12～18
　　　　　か月の間に１回）
《７歳６か月未満まで接種可能》

対　
　
　

象

※詳しくは、健康カレンダーをご覧
　ください。

�

�

�

�

�������������

�������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

乳がん検診を
申 し 込まれた方へ
　乳がん検診には、視触診によ
る検診とマンモグラフィ（乳房
Ｘ線）による検診の２種類があ
ります。視触診検診は、６月７
日～平成19年１月９日の間に、
マンモグラフィ検診は、６月１
日～12月22日の間にそれぞれ分
けて行います。
　受診票は後日、順次お送りしま
すので、日程をご確認ください。



第　３　号
平成18年５月８日

�編集・発行
　中野市人権センター
　中野市豊田人権センター
�印　刷
　高錦堂印刷所

対 
象 
者　
　

中
野
市
民

　
　
　
　
　
　

（
男
女
を
問
わ
ず
受
講
で
き
ま
す
）

実
施
期
間　
　

六
月
か
ら
十
一
月
ま
で

曜
日
と
時
間　

主
に
月
・
水
・
金
（
午
後
六
時
三
十
分
か
ら
）

　
　
　
　
　
　

土
（
午
前
九
時
か
ら
）

講
習
会
場　
　

中
野
市
人
権
セ
ン
タ
ー　

ほ
か

募
集
人
員　
　

二
十
六
名（
全
課
程
を
必
ず
受
講
で
き
る
方
）

費　
　

用　
　

二
万
五
千
円
（
テ
キ
ス
ト
代
等
）

申
込
期
限　
　

五
月
二
十
六
日
（
金
）
ま
で

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

　
　

・
抽
選
日　

六
月
一
日
（
木
）
午
後
四
時
（
代
理
可
）

　
　

・
場
所　
　

中
野
市
人
権
セ
ン
タ
ー

受講生演習の様子受講生演習の様子

１　 心をひらく

 （２級課程）

人権センター
お問い合わせ・参加申し込みは

中野市人権センター
�２６－２２８７

中野市豊田人権センター
�３８－３５２２

講講講講講講講講講講講講講講座座座座座座座座座座座座座座ののののののののののののののごごごごごごごごごごごごごご案案案案案案案案案案案案案案内内内内内内内内内内内内内内講座のご案内

ホームヘルパー養成研修ホームヘルパー養成研修

心
を
ひ
ら
く



心をひらく　２

2006(平成１8)年５月８日  （２）第３号

在住外国人との交流在住外国人との交流
 ざい　 じゅう  がい     こく   じん　　　　　　　　 こう　りゅう

ア
ジ
ア
ン
ノ
ッ
ト
の

　
　

ス
ト
ラ
ッ
プ
づ
く
り

対
   

象
た
い
し
ょ
う

   
 
者 　
　
 
中  
野  
市  
民 

し
ゃ 

な
か 

の 

し 

み
ん

　
　
　
　
　

（
在
   

住
ざ
い
じ
ゅ
う

   
 
外  
国  
人  
以  
外 
の 
方 
も 
歓  
迎 
）

が
い 

こ
く 

じ
ん 

い 

が
い 

か
た 

か
ん 

げ
い

 
実  
施  
日 　
　
 
四  
月 
よ
り 
隔  
月 
。 
主 
に 
第  
三  
水  
曜  
日 

じ
っ 

し 

び 

し 

が
つ 

か
く 

げ
つ 

お
も 

だ
い 

さ
ん 

す
い 

よ
う 

び

　
　
　
　
　

※ 
申 
し 
込 
み
さ
れ
た

も
う 

こ

 
方 かた

　
　
　
　
　
　

へ 
日  
程 
を 
連  
絡 
し
ま

に
っ 

て
い 

れ
ん 

ら
く

　
　
　
　
　
　

す
。

 
時 　

間

じ

か
ん

   
　
　
 
午  
前  
九  
時  
三
十  
分 
か
ら

ご 

ぜ
ん 

く 

じ 

さ
ん
じ
ゅ
っ 

ぷ
ん

　
　
　
　
　
 
十
一  
時 

じ
ゅ
う
い
ち 

じ 
三
十 
さ
ん
じ
ゅ
っ 

分 
ま
で

ぷ
ん

 
場 　

所

ば

し
ょ

   
　
　
 
中  
野  
市  
人  
権 
セ
ン
タ
ー

な
か 

の 

し 

じ
ん 

け
ん

 
講 　
 
師 　
　

小
   

林

こ
う 

し 

こ   
　

サ
チ
コ
さ
ん

ば
や
し

定て
い

   
　
 
員 　
　
 
十  
名 

い
ん 

じ
ゅ
う 
め
い

 
参  
加  
費 　
　
 
実  
費 

さ
ん 

か 

ひ 

じ
っ 

ぴ

相
談
窓
口
の
開
設

対
   

象
た
い
し
ょ
う

   
 
者 　
　

在
   

住

し
ゃ 

ざ
い
じ
ゅ
う

   
 
外  
国  
人 

が
い 
こ
く 
じ
ん

 
実  
施  
日 　
　
 
随  
時 

じ
っ 
し 

び 

ず
い 
じ

 
各  
種  
手  
続 
き 
相  
談 
・ 
悩 
み 
相  
談 
な
ど

か
く 
し
ゅ 
て 
つ
づ 

そ
う 
だ
ん 

な
や 

そ
う 
だ
ん

作
品
の
一
例

作
品
の
一
例

そ
う  
だ
ん  
ま
ど  
ぐ
ち 　
　
　

か
い　
 
せ
つ

子
ど
も
英
会
話
教
室

 
こ　
　
　
　
　
　
 
え
い　
 
か
い  
わ　
 
き
ょ
う   
し
つ

対
   

象
た
い
し
ょ
う

   
 
者 　
　
 
中  
野  
市 
に
お 
住 
ま
い
の 
四  
歳 
・ 
五  
歳 
の
お 
子 
さ
ん

し
ゃ 

な
か 

の 

し 

す 

よ
ん 

さ
い 

ご 

さ
い 

こ

　
　
　
　
　

（
在
   

住
ざ
い
じ
ゅ
う

   
 
外  
国  
人  
以  
外 
の 
方 
も 
歓  
迎 
）

が
い 

こ
く 

じ
ん 

い 

が
い 

か
た 

か
ん 

げ
い

 
実  
施  
日 　
　
 
六  
月  
十
三  
日 
（ 
火 
）
か
ら 
月  
二  
回 

じ
っ 

し 

び 

ろ
く 

が
つ 

じ
ゅ
う
さ
ん 

に
ち 

か 

つ
き 

に 

か
い

　
　
　
　
　

（ 
十  
月 
ま
で 
全  
十  
回 
）

じ
ゅ
う 
が
つ 

ぜ
ん 
じ
ゅ
っ 
か
い

　
　
　
　
　

（ 
第  
二 
･ 
第  
四 
週

だ
い 

に 

だ
い 

よ
ん
し
ゅ
う

   

の 
火  
曜  
日 
を 
予  
定 
）

か 

よ
う 

び 

よ 

て
い

　
　
　
　
　

※ 
申 
し 
込 
み
さ
れ
た

も
う 

こ

 
方 かた
へ 
日  
程 
を 
連  
絡 
し
ま
す
。

に
っ 

て
い 

れ
ん 

ら
く

 
時 　

間

じ

か
ん

   
　
　
 
午  
後  
四  
時 
か
ら 
四  
時  
四
十  
分 
ま
で

ご 

ご 

よ 

じ 

よ 

じ 

よ
ん
じ
ゅ
っ 

ぷ
ん

 
場 　

所

ば

し
ょ

   
　
　
 
中  
野  
市  
人  
権 
セ
ン
タ
ー

な
か 

の 

し 

じ
ん 

け
ん

 
講 　
 
師 　
　
 
浦  
野 　
 
陽  
子 
さ
ん

こ
う 

し 

う
ら 

の 

よ
う 

こ

定て
い

   
　
 
員 　
　
 
十  
名 

い
ん 

じ
ゅ
う 
め
い

 
参  
加  
費 　
　

教

さ
ん 

か 

ひ

き
ょ
う

   
 
材  
費  
実  
費 

ざ
い 

ひ 

じ
っ 

ぴ

 
申  
込  
期  
限 　
 
五  
月  
三  
十  
一  
日 
（ 
水 
）
ま
で

も
う
し 
こ
み 

き 

げ
ん 

ご 

が
つ 

さ
ん 
じ
ゅ
う 
い
ち 

に
ち 

す
い

　

※ 
申 
し 
込 
み 
多  
数 
の 
場  
合 
は 
抽
選 

も
う 

こ 

た 
す
う 

ば 
あ
い 

ち
ゅ
う
せ
ん

　
　

に
よ
り 
決
定 
し
ま
す
。

け
っ
て
い

�
 
抽
選
日 　
 
六  
月  
六  
日 
（ 
火 
）

ち
ゅ
う
せ
ん
び 

ろ
く 
が
つ 
む
い 
か 

か

　
　
　
　
　
 
午  
後  
四  
時 
（ 
代  
理  
可 
）

ご 

ご 

よ 

じ 

だ
い 
り 

か

�
 
場 　
 
所 　
 
中  
野  
市  
人  
権 
セ
ン
タ
ー

ば 

し
ょ 

な
か 
の 

し 
じ
ん 
け
ん

内 容内　容

おうちの 方 と 一  緒 に、
かた いっ しょ

 英  語 であいさつをした
えい ご

り、 歌 をうたいましょう。
うた



３　 心をひらく

第３号 （３）2006(平成１8)年５月８日

地 域 交 流 事 業地 域 交 流 事 業
対
象
者　
　

中
野
市
に
在
住
の
年
配
の
方
と
小
中
学
生
、
高
校
生

実
施
日　
　

月
に
一
回　

主
に
土
曜
日

時　

間　
　

午
後
二
時
か
ら
四
時
く
ら
い
ま
で

場　

所　
　

中
野
市
人
権
セ
ン
タ
ー

講　

師　
　

横
田　

徳
子
さ
ん

定　

員　
　

十
名

参
加
費　
　

実
費

持
ち
物　
　

裁
縫
箱

※
申
し
込
み
期
限
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
初
め
て
参
加
さ
れ
る
方
は
、

　

事
前
の
お
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

刺
し
ゅ
う

作品の一例作品の一例

実
施
期
間　
　

五
月
か
ら
九
月
ま
で
の
第
三
木
曜
日（
全
五
回
）

対 
象 
者　
　

中
野
市
民

時　
　

間　
　

午
後
一
時
か
ら
三
時
ま
で

場　
　

所　
　

豊
田
人
権
セ
ン
タ
ー

講　
　

師　
　

市
川
典
子
さ
ん

定　
　

員　
　

十
五
名

持 
ち 
物　
　

●
絵
の
具
（
水
性
絵
の
具
・
顔
彩
絵
の
具
・
水

　
　
　
　
　
　

彩
絵
の
具
の
い
ず
れ
か
ひ
と
つ
）●
筆（
大
・
中
・

　
　
　
　
　
　

小
） ●
書
道
用
の
墨
・
す
ず
り
●
は
が
き
代
百
円

申
込
期
限　
　

五
月
十
五
日
（
月
）
ま
で

※
夏
休
み
子
ど
も
絵
手
紙
教
室

八
月
三
日
（
木
）
午
前
十
時
か
ら
子
ど
も
た
ち
を
対
象
に
開
催

し
ま
す
。

年配の方と子ども
の

交流の場

絵
手
紙
教
室

絵手紙の紹介



心をひらく　４

2006(平成１8)年５月８日  （４）第３号

対 
象 
者　
　

幼
児
か
ら
小
学
生

実
施
期
間　
　

五
月
か
ら
十
二
月
ま
で
の
第
三
土
曜
日
（
全
八
回
）

　
　
　
　
　
　

※
た
だ
し
九
月
は
第
五
土
曜
日
の
三
十
日
に
行
い
ま
す
。

時　
　

間　
　

午
後
一
時
三
十
分
か
ら
三
時
ま
で

場　
　

所　
　

豊
田
人
権
セ
ン
タ
ー

講　
　

演　
　

お
は
な
し�
び
っ
く
り
ば
こ

参 
加 
費　
　

無
料

　

※
幼
児
を
お
連
れ
の
と
き
は
保
護
者
同
伴
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

※
第
一
回
は
五
月
二
十
日
（
土
）
で
す
。

キ
ッ
ズ 
・ 
え
ほ
ん
☆
か
い

対
   
 
象

た
い

し
ょ
う

   
  
者 　
　
 
中  
野  
市  
民 
（
ヨ
ガ 
初  
心  
者 
の 
方 
）

し
ゃ 

な
か 

の 

し 

み
ん 

し
ょ 

し
ん 

し
ゃ 

か
た

 
実  
施  
期  
間 　
　
 
六 
月
   

九

じ
っ 

し 

き 

か
ん 

ろ
く 

が
つ
こ
こ
の

   
 
日 
（ 
金 
）
か
ら 
月  
二  
回 
（
十

か 

き
ん 

つ
き 

に 

か
い

じ
ゅ
う

   
 
月 
ま
で 
全  
十  
回 
）

が
つ 

ぜ
ん 

じ
っ 

か
い

　
　
　
　
　
　

（ 
第  
二 
・ 
第 
四
   

週

だ
い 

に 

だ
い 

よ
ん
し
ゅ
う

   

の 
金  
曜  
日 
を 
予  
定 
）

き
ん 

よ
う 

び 

よ 

て
い

 
時   　

間

じ

か
ん

   
　
　
 
午 
前
   

十

ご 

ぜ
ん
じ
ゅ
う

   
 
時 
か
ら
十

じ

じ
ゅ
う

   
 
一  
時  
三  
十  
分 
ま
で

い
ち 

じ 

さ
ん 

じ
っ 

ぷ
ん

 
場 　
　

所

ば

し
ょ

   
　
　
 
中  
野  
市  
人  
権 
セ
ン
タ
ー

な
か 

の 

し 

じ
ん 

け
ん

 
講 　
　
 
師 　
　
 
宮  
崎 　
 
栄  
子 
さ
ん

こ
う 

し 

み
や 

ざ
き 

え
い 

こ

定て
い

   
　
　
 
員 　
　

十

い
ん

じ
ゅ
う

   
 
名 めい

 
参   
加   
費 　
　

無

さ
ん 

か 

ひ 

む

   
 
料 
り
ょ
う

 
持  
ち  
物 　
　

ヨ
ガ
マ
ッ
ト
や
バ
ス
タ
オ
ル
な
ど 
敷 
く
も
の
、
タ
オ
ル

も 

も
の 

し

申も
う
し

   
 
込  
期  
限 　
　
 
五  
月 
三
   

十

こ
み 

き 

げ
ん 

ご 

が
つ 

さ
ん
じ
ゅ
う

   
 
一  
日 
（ 
水 
）
ま
で

い
ち 

に
ち 

す
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※ 
申 
し 
込 
み 
多  
数 
の 
場  
合 
は
、 
抽
選 
に
よ
り

も
う 

こ 

た 
す
う 

ば 
あ
い 

ち
ゅ
う
せ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 
決
定 
し
ま
す
。

け
っ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
�
 
抽
選
日 　
 
六
月
二
日 
（ 
金 
） 
午  
前  
十  
時 

ち
ゅ
う
せ
ん
び 

ろ
く
が
つ
ふ
つ
か 

き
ん 

ご 
ぜ
ん 
じ
ゅ
う 
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（ 
代  
理  
可 
）

だ
い 
り 

か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
�
 
場 　
 
所 　
 
中  
野  
市  
人  
権 
セ
ン
タ
ー

ば 

し
ょ 

な
か 
の 

し 
じ
ん 
け
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ス
ト
レ
ッ
チ
ヨ
ガ

（
読
み
聞
か
せ
会
）

内 容内　容

・　読み聞かせ
　男組みによる読み聞かせ
　英語での読み聞かせ
・　折り紙
・　紙芝居
・　ペープサート
・　パネルシアター

ゆ
っ
く
り
と
ヨ
ガ
の
ポ
ー
ズ
を
と
っ
て
、

 
全  
身 
を 
気  
持 
ち
よ
く 
伸 
ば
し
ま
し
ょ
う
！

ぜ
ん 
し
ん 

き 

も 

の

 
男  
性 
の 
方 
、 
外  
国 
の 
方 
も 
歓  
迎 
で
す
。

だ
ん 
せ
い 

か
た 

が
い 
こ
く 

か
た 

か
ん 
げ
い



第３号 （５）2006(平成１8)年５月８日

料 理 教 室料 理 教 室

交
流
料
理
教
室
①

対 
象 
者　
　

中
野
市
民

実
施
期
間　
　

五
月
か
ら
十
二
月
ま
で
（
全
八
回
）

時　
　

間　
　

午
前
十
時
か
ら
午
後
一
時
ま
で

場　
　

所　
　

豊
田
人
権
セ
ン
タ
ー

定　
　

員　
　

十
五
名

参 
加 
費　
　

実
費

申
込
期
限　
　

五
月
十
二
日
（
金
）
ま
で

　

※
第
一
回
は
五
月
十
六
日
（
火
）
で
す
。

男の料理教室

交
流
料
理
教
室
②

対 
象 
者　
　

中
野
市
に
お
住
ま
い
の
男
性

実
施
期
間　
　

六
月
か
ら
隔
月
一
回

　
　
　
　
　
　

土
曜
日
（
全
五
回
）

時　
　

間　
　

午
前
九
時
か
ら
午
後
一
時
く
ら
い
ま
で

場　
　

所　
　

中
野
市
人
権
セ
ン
タ
ー

講　
　

師　
　

出
川　

茂
夫
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　

※
元　

で
か
わ
（
割
烹
）
の
店
主

参 
加 
費　
　

実
費

持 
ち 
物　
　

包
丁
、
エ
プ
ロ
ン

申
込
期
限　
　

五
月
末
日
ま
で

内 容内　容

さ
ば
き
方
か
ら
習
え
ま
す
。

旬
の
お
魚
を
、

お
い
し
く
い
た
だ
き

ま
し
ょ
う
。

内 容内　容

講　

師

　

『
日
本
料
理
』

　

●
子
育
て
課
栄
養
士

　
　
　
　
　

（
五
月
十
六
日 ・ 
八
月
四
日 ・ 
十
二
月
六
日
）

　

●
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

　
　
　
　
　

（
七
月
・
九
月
・
十
一
月
の
予
定
）

　

『
国
際
料
理
』

　

●
在
住
外
国
籍
の
方

　
　
　

横
谷
マ
リ
ア
さ
ん
（
六
月
二
十
二
日
）

　
　
　

地
域
在
住
外
国
籍
の
方
（
十
月
の
予
定
）

５　 心をひらく

第１回のメニュー第１回のメニュー
・厚揚げ豚肉の甘辛焼き
・乾し杏黒こしょうマリネ
・いかのカルパッチョ
・にらせんべい
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生
き
生
き
健
康
づ
く
り

内 容内　容

青
空
の
下
、
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
で
身
体
を
動
か
し
、

眺
め
の
よ
い
露
天
風
呂
で
汗
を
流
し
た
後
は
、
昼

食
を
と
り
な
が
ら
参
加
者
同
士
の
親
睦
を
深
め
ま

し
ょ
う
！

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
会

対 
象 
者　
　

中
野
市
民

実 
施 
日　
　

六
月
を
予
定

場　
　

所　
　

間
山
温
泉
公
園 『
ぽ
ん
ぽ
こ
の
湯
』
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場

時　
　

間　
　

午
前
九
時
か
ら
午
後
二
時
く
ら
い
ま
で

定　
　

員　
　

三
十
名

参 
加 
費　
　

昼
食
費　

申
込
期
限　
　

中
野
市
人
権
セ
ン
タ
ー
へ
五
月
末
日
ま
で

つ
ま
づ
い
た
お
か
げ
で

つ
ま
づ
い
た
り

こ
ろ
ん
だ
り
し
た
お
か
げ
で

少
し
ず
つ
だ
が
自
分
の
こ
と
が

わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

あ
や
ま
ち
や
失
敗
を

く
り
返
し
た
お
か
げ
で

人
の
こ
と
を
い
う
資
格
の
な
い

自
分
に
気
が
つ
き
ま
し
た
。

そ
し
て

い
ざ
と
い
う
時
の

自
分
の
弱
さ
と
だ
ら
し
の
な
さ
が

よ
く
よ
く
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

だ
か
ら

つ
ま
づ
く
の
も
お
か
げ
さ
ま

こ
ろ
ぶ
の
も
お
か
げ
さ
ま
で
す
。

　
　

（
相
田　

み
つ
お
「
生
き
て
い
て
よ
か
っ
た
」
よ
り
）

ままままままままままままままままままままどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどまどまどまど

対 
象 
者　
　

中
野
市
民

実 
施 
日　
　

九
月
を
予
定

場　
　

所　
　

中
野
市
人
権
セ
ン
タ
ー

内　
　

容　
　

健
康
づ
く
り
あ
れ
こ
れ

定　
　

員　
　

三
十
名

参 
加 
費　
　

無
料

申
込
期
限　
　

八
月
末
日
ま
で



　

新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
て

か
ら
一
ヵ
月
。
毎
年
の
こ
と

な
が
ら
、
年
度
の
切
り
換
え

は
、
別
れ
と
出
会
い
が
あ
り
、

落
ち
つ
か
な
い
日
々
を
過
ご

し
た
人
が
多
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
入
学
・
就
職

・
転
勤
等
で
新
し
い
生
活
を

ス
タ
ー
ト
さ
れ
た
人
は
、
新

生
活
に
慣
れ
た
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。

　

わ
が
家
も
、
今
春
進
学
し
た
子
ど

も
の
引
越
し
を
体
験
し
て
、
住
む
場

所
の
変
わ
る
こ
と
の
た
い
へ
ん
さ
を

ち
ょ
っ
ぴ
り
味
わ
い
ま
し
た
。

　

「
ふ
る
さ
と
は
遠
く
に
あ
り
て
思

う
も
の
･
･
･
。」故
郷
を
離
れ
て
生

活
を
し
て
い
る
時
に
、
ふ
と
浮
か
ん

で
く
る
の
は
、
家
族
、
友
だ
ち
、
そ

し
て
故
郷
の
自
然
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
そ
ん
な
時
、
い
つ
で
も
帰

っ
て
来
ら
れ
る
よ
う
な
故
郷
を
つ
く

り
、
守
り
続
け
る
こ
と
が
、
地
元
に

居
る
人
の
大
切
な
仕
事
な
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
に
つ
け
て
も
、
こ
の
ゴ
ー
ル

デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
を
利
用
し
て
、
故
郷

中
野
の
地
に
帰
っ
て
来
ら
れ
て
い
る

皆
さ
ん
に
は
、
厳
し
い
冬
を
過
ご
し

て
や
っ
と
訪
れ
た
郷
土
の
春
の
息
吹

を
感
じ
な
が
ら
、
身
も
心
も
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
し
て
新
し
い
生
活
に
戻
っ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
Ｍ
・
Ｋ
）
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十
二
月
・
一
月
、
雪
と
の
闘
い
に
明
け
暮
れ
た
日

々
を
思
い
出
し
て
し
ま
う
。

　

ず
っ
し
り
と
重
み
の
か
か
っ
た
家
々
の
屋
根
、
一

面
の
雪
の
原
、
春
に
な
れ
ば
必
ず
融
け
て
消
え
去
る

雪
で
あ
っ
て
も
、
降
り
つ
も
る
た
び
に
あ
た
ふ
た
し

て
し
ま
う
こ
の
冬
で
し
た
。

　

そ
の
雪
の
日
々
も
去
り
、
明
る
く
や
わ
ら
か
な
緑

に
覆
わ
れ
た
大
地
、
心
地
よ
い
春
風
に
、
生
き
て
い

る
こ
と
の
喜
び
を
じ
っ
く
り
と
感
じ
ら
れ
る
時
節
が

到
来
し
ま
し
た
。
厳
し
い
冬
の
後
は
、
春
の
訪
れ
を

一
層
快
く
、
嬉
し
く
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

毎
年
、
当
た
り
前
の
よ
う
に
訪
れ
る
春
で
す
が
、

今
年
の
春
は
特
別
で
す
。

　

年
々
歳
歳
花
同
じ
か
ら
ず　
　

　

前
向
き
の
、
素
晴
ら
し
い
年
度
の
ス
タ
ー
ト
に
し

た
い
も
の
で
す
。

北信濃の中野の地に初夏の訪れをつげるバラ
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地
域
の
魅
力
発
見
！

　

親
し
ま
れ
る

　
　
 
分
館
報
を
め
ざ
し
て
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の
コ
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ム
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分館報
を
め
ざ
し
て

地地地地地地地地地地地地地地地地域域域域域域域域域域域域域域域域のののののののののののののののの魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅力力力力力力力力力力力力力力力力発発発発発発発発発発発発発発発発見見見見見見見見見見見見見見見見！！！！！！！！！！！！！！！！地域の魅力発見！

親しまれる
　

地
域
の
情
報
発
信
、
住
民
相
互
の

つ
な
が
り
や
地
域
づ
く
り
の
一
役
を

担
う
分
館
報
。
住
民
の
皆
さ
ん
に
公

民
館
事
業
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
ま

た
関
心
を
も
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
分
館
で
は
工
夫
を
凝
ら

し
、
親
し
み
や
す
く
読
み
や
す
い
分

館
報
を
め
ざ
し
発
行
し
て
い
ま
す
。

　

先
日
、
広
報
活
動
を
通
じ
た
分
館

活
動
の
促
進
を
目
的
に
分
館
報
コ
ン

ク
ー
ル
が
行
な
わ
れ
、
地
域
性
や
特

徴
あ
ふ
れ
た
魅
力
あ
る
分
館
報
の
中

か
ら
四
分
館
が
入
選
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
月
号
で
は
、
審
査
員
の
注
目
を

集
め
た
四
分
館
の
分
館
報
づ
く
り
に

つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

平
成
十
七
年
度

平
成
十
七
年
度

分
館
報
コ
ン
ク
ー
ル

最
優
秀
賞　

西
条
だ
よ
り  
（
西
条
分
館
）

優 
秀 
賞　

館
報
ま
や
ま  
（
間
山
分
館
）

努 
力 
賞　

館
報
し
ん
の  
（
新
野
分
館
）

企 
画 
賞　

分
館
報
よ
し
だ
（
吉
田
分
館
）

  ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆

西条だより 　「西条だより」は、Ａ４サイズで４ページ、年５回発行しています。
その内容は、分館活動を中心に区の動向や子どもたちのイベントなど多
岐にわたり、区民の貴重な情報源になっています。
　編集担当の社会部員は４人で、１冊にかかる編集期間は約１ヵ月半。
「編集には、イベント担当者の記事だけでなく、実際に参加した区民の
声を多く取りあげることを心がけている。良い思い出として感想を書い
ていただける方も多く、その方が読者にも楽しさが伝わりやすい」と編
集責任者である前社会部長の関剛さん。また、「素人が撮影しているか
ら」と、写真には苦労されているとのこと。撮った写真は、文化祭の時
に無料でプレゼントし区民に喜ばれている。

〈審査員からのコメント〉

○ 区民に原稿依頼してまとめたものではなく、実際に現場に行って取材し

　 ている形式が多く、行事内容を区民にわかりやすく詳細に知らせている。

○ 区民が知りたいと思う情報を厳選し掲載している。

○ 幅広い年齢層に見ていただける、見る者の関心を惹く内容である。

　

「
館
報
ま
や
ま
」
は
、
第
一
号
が
昭
和
二

十
七
年
二
月
に
発
行
さ
れ
ま
し
た
。　

現
行

の
年
六
回
二
ヶ
月
ご
と
八
ペ
ー
ジ
の
発
行

は
、昭
和
五
十
一
年
か
ら
受
け
継
が
れ
て
い

ま
す
。

　

編
集
会
議
は
、
分
館
長
・
主
事
・
編
集
委

員
の
四
人
で
毎
月
行
わ
れ
て
お
り
、年
度
初

め
に
館
報
の
特
集
を
話
し
合
い
、昨
年
の
館

報
を
参
考
に
今
年
の
特
色
を
入
れ
な
が
ら

企
画
し
、編
集
会
議
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

掲
載
内
容
は
、
区
の
役
員
紹
介
や
区
政
の
報
告
も
あ

り
ま
す
が
、
分
館
の
行
事
な
ど
分
館
事
業
を
主
に
紹

介
し
、
写
真
、
参
加
者
の
感
想
な
ど
を
掲
載
し
て
い

ま
す
。

館報まやま〈
審
査
員
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
〉

○ 
表
紙
か
ら
目
を
惹
く
誌
面
で
あ
る
。

○ 
行
事
内
容
・
情
報
を
逐
一
区
民
に
お
知
ら
せ
し
て

　
 
い
る
。

○ 
シ
リ
ー
ズ
企
画
の
「
女
性
か
ら
見
た
間
山
」
が
よ

　
  
く
で
き
て
お
り
投
稿
さ
れ
た
意
見
内
容
が
ユ
ニ 
ー
ク
。

○ 
地
元
の
方
言
を
掲
載
す
る
企
画
が
よ
か
っ
た
。
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館
報
し
ん
の

　

「
館
報
し
ん
の
」
は
、
分
館
長
・
主
事
・
文
化
部

六
人
（
男
性
三
人
、
女
性
三
人
）
で
年
間
三
回
、
六

ペ
ー
ジ
で
発
行
し
て
い
ま
す
。
一
回
の
発
行
に
つ
き

二
〜
三
回
の
編
集
会
議
を
開
き
発
行
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
情
報
の
提
供
、
自
治
体
の
動
き
、
新
成
人
や

新
入
学
に
あ
た
る
皆
さ
ん
の
感
想
な
ど
を
紹
介
し
て

い
ま
す
。
情
報
収
集
、
原
稿
依
頼
は
編
集
会
議
中
に

電
話
連
絡
で
行
い
、
原
稿

の
校
正
は
委
員
同
士
で
読

み
直
し
、
電
子
辞
書
が
大

活
躍
し
て
い
る
と
の
こ
と
。

ベ
テ
ラ
ン
の
委
員
さ
ん
が

割
り
付
け
、
見
出
し
、
レ

イ
ア
ウ
ト
を
行
い
な
が
ら
、

内
容
を
工
夫
し
編
集
に
あ

た
っ
て
い
ま
す
。

〈
審
査
員
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
〉

○ 
細
か
な
事
業
紹
介
が
成
さ
れ
て
い
る
。

○ 
内
容
が
う
ま
く
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

分館報よしだ　

文
化
の
香
り
芳
し
い
中
野
市
に
お
い

て
、
そ
の
中
心
的
役
割
を
担
う
公
民
館

事
業
に
末
端
で
は
あ
り
ま
す
が
、
分
館

と
し
て
参
画
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、

こ
の
度
は
栄
え
あ
る
賞
を
い
た
だ
く
名

誉
に
接
し
、
関
係
各
位
に
改
め
て
お
礼

申
し
あ
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
い
き
な
り
で
は
ご
ざ
い
ま
す

が
、
分
館
事
業
に
携
わ
る
に
あ
た
り
先

輩
方
や
分
館
長
仲
間
よ
り
聞
い
た
こ
と

は
、
参
加
者
集
め
が
一
番
大
事
で
あ
り
、

ま
た
大
変
と
の
こ
と
。
そ
の
と
お
り
と

納
得
い
た
し
ま
し
た
が
、
分
館
報
に
つ

い
て
も
よ
ほ
ど
目
を
引
き
、
黙
っ
て
い

て
も
読
み
た
く
な
る
よ
う
な
も
の
を
目

指
さ
な
い
と
読
ん
で
も
ら
え
ず
、
も
っ

た
い
な
い
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

か
と
い
っ
て
限
ら
れ
た
予
算
内
で
、
極

彩
色
印
刷
だ
け
に
頼
る
わ
け
に
も
い
か

ず
、
悩
ま
し
い
製
作
会
議
が
、
土
人
形

絵
付
け
教
室
当
日
反
省
会
を
兼
ね
、
夜

遅
く
ま
で
続
き
ま
し
た
。

　

幸
い
、
春
か
ら
各
事
業
の
楽
し
い
写

真
を
た
く
さ
ん
撮
り
溜
め
て
お
き
ま
し

た
の
で
、
漫
画
等
で
使
う
吹
き
出
し
と

い
う
技
法
を
使
う
こ
と
等
、
試
し
刷
り

後
に
な
り
ま
し
た
が
印
刷
所
に
無
理
を

お
願
い
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
表
紙
を

飾
り
吉
田
の
頭
文
字
を
模
る
土
人
形
絵

付
け
作
品
に
は
、
高
い
絵
心
が
感
じ
ら

れ
る
出
来
映
え
で
、
目
を
引
く
う
っ
て

つ
け
の
も
の
で
し
た
。
こ
れ
ら
に
よ
り
、

皆
様
に
は
文
章
に
気
合
い
を
入
れ
、
お

読
み
い
た
だ
け
た
か
と
思
い
ま
す
。

　

何
よ
り
も
参
加
さ
れ
ご
協
力
い
た
だ

い
た
方
々
の
笑
顔
と
心
の
こ
も
っ
た
寄

稿
文
が
、
下
手
な
企
画
を
超
え
今
回
の

結
果
を
生
み
出
し
た
も
の
と
感
謝
い
た

し
ま
す
。

　
　
　
　

前
吉
田
分
館
長　

竹
内　

勇

〈審査員からのコメント〉
○ 区民が必要とする情報を掲載した「かわ
　 ら版」の企画がよい。
○ ユニークな発行内容。
○ 公民館活動のアピール方法がよい。

　

分
館
報
は
、
区
の
記
録
と
い
う
重
要
な
一
面
を
担

っ
て
い
ま
す
。
編
集
に
携
わ
る
多
く
の
分
館
役
員
の

皆
さ
ん
が
、
記
事
を
割
り
付
け
た
り
す
る
際
に
苦
労

し
、
過
去
の
分
館
報
を
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
引
き
継
い
で

い
た
り
し
ま
す
。
ま
た
、「
親
し
ま
れ
る
分
館
報
の

工
夫
を
勉
強
し
な
く
て
は
…
」
と
悩
ん
で
お
ら
れ
ま

す
。

　

地
域
課
題
を
取
り
上
げ
る
際
、
課
題
を
重
く
考
え

る
の
で
は
な
く
、
隣
に
い
る
人
が
何
を
考
え
て
い
る

の
か
、
何
を
思
っ
て
何
に
悩
ん
で
い
る
の
か
、
そ
れ

を
少
し
ず
つ
繋
げ
て
い
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
見
え

て
く
る
は
ず
で
す
。
そ
れ
は
何
気
な
い
日
常
の
会
話

か
ら
見
え
て
く
る
こ
と
も
多
く
、
例
え
ば
、
近
所
の

お
じ
さ
ん
や
お
ば
さ
ん
た
ち
と
の
会
話
や
、
保
育
園

の
お
迎
え
に
来
て
い
る
お
母
さ
ん
た
ち
の
会
話
等

々
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
か
ら
出
て
き
た
話
題
を
繋
げ

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
編
集
後

記
を
設
け
て
、
地
域
内
の
出
来
事
や
気
づ
き
、
住
民

の
声
、
催
し
の
経
過
な
ど
を
伝
え
る
の
も
よ
い
と
思

い
ま
す
。

　

「
公
民
館
は
、
地
域
の
情
報
が
集
ま
る
場
所
。
地

区
の
皆
さ
ん
に
役
立
つ
情
報
を
、
よ
り
わ
か
り
や
す

く
お
届
け
す
る
。
公
民
館
の
運
営
の
主
人
公
は
住
民

で
あ
り
、
我
々
は
彼
ら
を
補
佐
す
る
た
め
の
委
員
で

あ
る
」
と
自
覚
し
、
委
員
が
見
て
面
白
い
、
つ
く
っ

て
い
て
面
白
い
と
思
え
る
よ
う
な
分
館
報
づ
く
り
、

編
集
に
心
を
配
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
し
て
、
自

分
た
ち
が
納
得
し
な
が
ら
、
是
非
楽
し
く
編
集
に
取

り
組
ん
で
く
だ
さ
い
。
そ
う
し
て
、
そ
の
楽
し
さ
を

新
し
く
委
員
に
仲
間
入
り
し
て
く
る
人
に
も
伝
え
、

引
き
継
い
で
い
っ
て
く
だ
さ
い
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
 
（
文
化
な
か
の
編
集
委
員
長
）

企
画
賞
受
賞
に
あ
た
り

●
ま
と
め
に
代
え
て
●
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字
の
上
手
な
人
は
徳
を
す
る

と
い
わ
れ
ま
す
。
手
書
き
の
年

賀
状
を
頂
く
た
び
に
、
機
会
が

あ
れ
ば
毛
筆
を
習
い
た
い
と
思

っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
北
部
書
道

会
入
会
を
勧
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
六
十
三
年
の
秋
、
北
部

公
民
館
が
開
館
し
た
時
に
、
公

民
館
主
催
の
書
道
講
座
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
受
講
修
了
生
の

中
に
は
、「
こ
の
ま
ま
終
わ
り
に

し
な
い
で
、
生
涯
学
習
と
し
て

是
非
続
け
た
い
」
と
い
う
強
い

思
い
か
ら
、
平
成
元
年
一

月
に
北
部
書
道
会
と
し
て

発
足
致
し
ま
し
た
。
会
員

は
十
名
程
で
、
月
一
回
の

活
動
で
す
。

　

講
師
は
、
市
内
に
お
住

ま
い
の
太
田
舛
次
先
生
御

指
導
の
も
と
、
毎
月
発
行

さ
れ
る
書
の
教
室
を
購
読

し
、
毛
筆
・
硬
筆
等
各
自

が
自
宅
で
練
習
を
し
て
、

活
動
日
に
先
生
に
見
て
頂

き
指
導
を
受
け
て
お
り
ま

す
。

　

農
繁
期
の
頃
に
な
り
ま

す
と
、「
今
日
、
力
仕
事
を
し
た

の
で
手
が
震
え
て
字
が
良
く
書

け
な
い
」
と
か
「
久
し
ぶ
り
に

雨
が
降
っ
た
の
で
慌
て
て
書
い

て
来
た
ん
だ
よ
」
と
い
う
会
話

も
交
わ
さ
れ
る
事
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
で
も
、
年
二
回
の

昇
段
試
験
に
は
積
極
的
に
応
募

し
、
ど
ん
ど
ん
昇
段
を
果
し
て

い
る
会
員
も
お
り
ま
す
。
ま
た
、

活
動
の
一
つ
と
し
て
北
部
公
民

館
文
化
祭
へ
の
参
加
も
続
け
て

お
り
ま
す
。

　

興
味
を
お
持
ち
の
方
の
入
会

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

小
林　

定
子

グ
ル
ー
プ
紹
介

グ
ル
ー
プ
紹
介

　

上
小
田
中
地
区
は
、
中
野
市
街

地
の
南
東
部
に
位
置
し
、
平
坦
地

に
約
四
〇
〇
戸
の
区
民
が
暮
ら
し

て
い
ま
す
。

　

当
分
館
は
本
年
度
、
五
月
球
技

大
会
、
救
急
救
命
講
座
、
六
月
教

養
講
座
、
七
月
市
民
祭
参
加
、
八

月
人
権
教
育
懇
談
会
、
九
月
敬
老

会
、
十
月
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会
、

十
一
月
文
化
祭
、
十
二
月
注
連
縄

作
り
講
座
、
女
性
講
座
、
分
館
報

発
行
三
回
等
の
事
業
を
計
画
し
て

い
ま
す
。

　

例
年
同
様
の
事
業
と
は
い
え
、『
ヒ

ト
が
集
ま
る
』
こ
と
が
希
薄
に
な
る

世
相
で
す
し
、
当
区
の
よ

う
に
戸
数
が
多
い
と
心

配
事
が
絶
え
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
初
め
て
言
葉

を
交
わ
す
役
員
さ
ん
も

多
い
会
議
の
な
か
で
、

『
国
際
交
流
を
テ
ー
マ

に
』
と
か
『
地
域
で
子
ど

も
を
守
る
』
な
ど
新
し
い

企
画
も
出
て
、
私
自
身
の

分
館
の
イ
メ
ー
ジ
が
変
わ
っ
て
き
ま

し
た
。
ど
ん
な
形
に
具
体
化
す
る
か
楽

こ
ん

に
ち
は

分
館
分
館
分
館
分
館

し
み
で
す
。

　

と
も
あ
れ
、
役
員
さ
ん
た
ち
か
ら

刺
激
を
受
け
な
が
ら
、
楽
し
く
一
年

を
過
ご
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

以
上
分
館
長
歴
三
ヵ
月
の
感
想
で
す
。

　　
　
　

上
小
田
中
分
館
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林
健
一
郎

北
部
書
道
会

ふ
る
さ
と
の
歴
史

　

上
小
田
中
区
観
音
堂
墓
地
内
に
、

南
向
き
の
か
な
り
大
き
な
観
音
堂

が
、
万
延
二
年
（
一
八
六
一
）
ま

で
あ
っ
た
。
元
禄
四
年
（
一
六
九

一
）
の
検
地
帳
に
「
観
音
堂
」
と

い
う
地
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
元
禄
期
に
は
確
実
に
建

物
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、
江
戸

時
代
初
期
に
は
観
音
堂
が
建
立
さ

れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

天
保
三
年
（
一
八
三
三
）
二
月
、

観
音
堂
住
持
、
了
然
が
記
し
た
「
念

仏
畧
縁
起
之
事
」
と
い
う
文
書
か
ら
、

観
音
堂
は
上
組
の
老
若
男
女
が
観
音

様
の
福
音
に
あ
ず
か
る
た
め
の
場
所

だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
年
、
了
然

は
六
十
五
歳
、
講
中
十
九
名
に
名
号

の
意
味
を
教
え
た
り
、
念
仏
を
心
掛

け
る
よ
う
悟
し
て
い
る
。

　
　

こ
の
よ
う
に
近
世
に
は
、
観
音

様
の 
利  
益 
を
信
ず
る
信
心
の
人

り 
や
く

が
上
組
に
は
か
な
り
お
り
、
精
神

的
充
実
感
を
も
っ
て
生
き
た
人

々
が
数
多
く
い
た
こ
と
を
思
わ

ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
観
音
信
仰

に
か
ら
む
「
念
仏
供
養
塔
」
も
村
中

に
あ
る
。
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）

造
立
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
沢　

邦
男

上
組（
上
小
田
中
）　

　
　
　

の
観
音
堂

上小田中分館

４４
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だ
よ
り

豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊
田田田田田田田田田田
地地地地地地地地地地
域域域域域域域域域域
をををををををををを

豊
田
地
域
を

　

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

　

三
月
二
十
六
日
、
平
岡
地
区
分
館

協
議
会
（
山
田
秀
吉
会
長
）
に
よ
る

研
修
会
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
会
は
、
同
地
区
内
の
分

館
役
員
同
士
が
お
互
い
の
連
帯
を
深

め
る
と
と
も
に
、
今
後
の
分
館
活
動

に
役
立
て
る
た
め
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
十
六

人
が
参
加
し
、
残

雪
残
る
豊
田
地
域

を
視
察
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
最
初
に
佐

藤
博
物
館
を
見
学

し
、
続
い
て
完
成

し
て
間
も
な
い
豊

田
支
所
を
視
察
。

市
職
員
か
ら
豊
田

地
域
の
概
要
説
明

を
受
け
、
明
る
く

広
い
市
民
ホ
ー
ル
、

あ
ま
り
見
る
こ
と

が
で
き
な
い
市
長

執
務
室
を
見
学
し

５５ 文 化 な か の／06.５

ま
し
た
。
隣
接
す
る
豊
田
文
化
セ
ン

タ
ー
の
多
目
的
ホ
ー
ル
は
、
四
〇
〇

席
余
り
の
座
席
が
自
動
で
出
し
入
れ

で
き
、
ダ
ン
ス
な
ど
の
で
き
る
施
設

と
し
て
も
利
用
で
き
る
こ
と
か
ら
、

参
加
さ
れ
た
方
は
利
用
方
法
等
に
つ

い
て
質
問
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
同
じ
敷
地
内
に
あ
る
豊

田
情
報
セ
ン
タ
ー
を
見
学
し
ま
し
た
。

ス
タ
ジ
オ
内
の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
席
に

座
り
、
カ
メ
ラ
の
目
線
で
原
稿
を
読

め
る
仕
組
み
に
、
参
加
さ
れ
た
皆
さ

ん
は
関
心
さ
れ
て
ま
し
た
。

　

見
学
の
最
後
は
、
高
野
辰
之
記
念

館
へ
。
生
い
立
ち
か
ら
の
足
跡
を
記

し
た
展
示
物
、
館
内
に
設
置
さ
れ
た

大
型
ス
ク
リ
ー
ン
に
は
、
豊
田
地
域

の
四
季
折
々
の
美

し
い
風
景
が
、「
春

が
き
た
」「
春
の
小

川
」「
朧
月
夜
」
の

メ
ロ
デ
ィ
ー
と
と

も
に
映
し
だ
さ
れ
、

わ
が
故
郷
の
原
風

景
を
見
た
よ
う
な

気
分
で
、
心
や
す

ら
ぐ
一
時
を
過
ご

し
、
こ
の
研
修
が

し
め
く
ら
れ
ま
し

た
。

　
　
　

（
Ｍ
・
Ｆ
）

今月の伝言板
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５月の展示コーナー

俳　 句　 展
内　容　中野俳句会会員の作品の展示
場　所　中央公民館１階 展示コーナー

■生きがいづくり講座「ガーデニング教室」
　身近な花や植物の植え
方や育て方、また楽しみ方
など、実技を交えたお話を
聞き、花に対する考えやデ
ザインについて学んでい
ただく講座です。

日　時　６月６日(火) 
　　　　　午後１時30分～午後３時

場　所　中央公民館 講堂

講　師　小布施フラワーセンター所長 西山 一雄  先生

対　象　ガーデニングや花植物に興味をお持ちの方

定　員　30人　　　受講料　無料

申込み　５月15日(月)から受付開始します。

■生きがいづくり講座 「料理教室」
　毎日の食卓にいかせるような、家庭料理を中心に
学んでいただく調理実習の教室です。

日　時　６月16日､７月28日､９月15日､10月20日､
　　　　11月24日､12月15日いずれも金曜日（全６回）
　　　　　午前９時30分～12時30分

場　所　中央公民館 料理実習室

講　師　管理栄養士　上野マリ子　先生

定　員　36人

受講料　無料（ただし、食材費として3,000円）

申込み　５月22日(月)から受付開始します。

■教養講座 「源氏物語を読み味わう」
　古典文学の最高峰「源氏物語」を読み味わう講座
です。千年の時を越えた華麗な平安期の世界へと皆
さんをいざないます。
　今年は、第７巻「紅葉賀」から入ります。

日　時　６月27日､７月４日､11日､21日､25日､
　　　　８月１日毎週火曜日（ただし、７月21日のみ
　　　　金曜日）（全６回）　午前10時～正午

場　所　中央公民館

講　師　信州大学名誉教授　滝澤 貞夫　先生

定　員　50人　　　受講料　無料

持ち物　原文が書かれている本

申込み　５月15日(月)から受付開始します。
　　　　　　　　　　　　　（次ページへつづく）

受講生募集



■家庭教育学級
　子育ての悩みや不安は、誰もが抱えていること。
子育て真っ最中のご家族みんなで子育てについて学
びあい、仲間同士のコミュニケーションを図ってい

ただく場としてお
気軽にご参加くだ
さい。
　６月15日（第１回
目）は、「おもいっ
きり親子体操・あそ
び」を予定していま
す。

日　時　６月15日(木)～11月上旬（全９回予定）　　
　　　　　午前10時～11時30分
場　所　中央公民館 ほか
内　容　子育てＱ＆Ａ、お父さんのための子育て講座、
　　　　主食・おやつ作り、救急法、保育園参観など
対　象　育児中の方、これから育児をされる方
定　員　20人（託児もございます）
受講料　無料（ただし、料理実習は食材費を実費負担）
申込み　５月15日(月)から受付開始します。
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今月の伝言板

受講生募集

西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館かかかかかかかかかかかかかかかかかかかからららららららららららららららららららら西部公民館から

豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館かかかかかかかかかかかかかかかかかかかからららららららららららららららららららら豊田公民館から

≪今月号の表紙の写真≫ 570種1,200株を誇るバラの芳園と
して、初夏から秋にかけ多くの来訪者を迎える一本木公園

中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中央央央央央央央央央央央央央央央央央央央央公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館かかかかかかかかかかかかかかかかかかかからららららららららららららららららららら中央公民館から

■教養講座 「初級英会話教室」
　外国人講師を囲んで、簡単な日常会話を学習しま
す。教室では、トランプやお茶などを交えながら、
家庭的な雰囲気の中で学びます。
日　時　５月９日(火)から平成19年３月上旬まで
　　　　毎週火曜日（祝日を除く）
　　　　　午後７時～午後９時
場　所　豊田文化センター　　　受講料　無料
講　師　市内中学校英語指導助手（ＡＥＴ）
　　　　　リチャード・ジョセフ・シェララ 先生
申込み　豊田公民館で随時受付します。

■水墨画入門教室
　これから水墨画を習ってみたいという方は、お気
軽にお申込みください。
日　時　５月11日から10月12日まで毎月第２木曜日
　　　　（全６回） 午後１時30分～午後３時30分
場　所　豊田文化センター
講　師　長野県水墨画協会理事　嘉生 稀宗　先生
定　員　20人程度　　
受講料　無料（ただし、教材費は実費負担）
申込み等　豊田公民館にお問い合わせください。

■盆栽入門教室
　盆栽を楽しんでみたいと思っていらっしゃる方に
は最適な盆栽の基礎から学べる教室です。
日　時　５月21日､６月11日､７月９日､８月13日､
　　　　９月10日､10月８日､11月12日､全て日曜日　
　　　　（全７回）　午後２時～午後４時30分
場　所　豊田文化センター
講　師　日本園芸技能協会盆栽１級技師　阿藤  衛   先生
対　象　市内在住・在勤されている成人の方
定　員　30人　　受講料　無料（教材費は実費負担）
申込み　５月17日(水)まで（定員になり次第締切り)

お問合せ及び　中 野 市 西 部 公 民 館
申 込 み 先　℡２ ３- １ ０ ２ ４　 ㈲２ ６ ６ ７ ４

お問合せ及び　中 野 市 中 央 公 民 館
申 込 み 先　℡２2-２ ６ ９ １　 ㈲２ ０ ６ ９ １

お問合せ及び　 中 野 市 豊 田 公 民 館
申 込 み 先　  ℡３８－２９２２

■家庭教育学級「親子リトミック教室」（前期）
　就園前のお子さんと
お母さんの親子のスキ
ンシップを図る教室で
す。教室では、リズム
遊びや指遊びなどを行
います。
日　時　５月10日（水)､
　　　　23日(火)､６ 月
　　　　から９月まで毎月第２・４火曜日　
　　　　　午前10時～正午
場　所　西部公民館　　　受講料　無料　
対　象　入園前の幼児と保護者
申込み　不要（教室に直接お越しください）
その他　家庭教育学級の他に、親子料理教室（幼児
　　　　食メニュー、栄養指導）、親子おやつ作り教
　　　　室、ものづくり・やしょうまづくりなど、　
　　　　親子でご参加いただける教室を予定しています。

＊＊＊＊＊＊　おしらせ　＊＊＊＊＊＊
　平成17年度に開催した「クローズアップ豊田」
（講師：長野県立歴史館前館長 市川健夫先生）
の講座記録の冊子を、ご希望される方に無料でお
渡しします。ご希望の方は豊田公民館にお越しい
ただくか、お問い合わせください。（100部限定）

印刷　高錦堂印刷所
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